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壹壹壹壹、、、、    前言前言前言前言    

本局近年來積極從事鐵路文化資產保存工作，蒸汽機車（SSSSteam LLLLocomotive）修復並

恢復動態行駛，則是鐵路文化資產保存重點工作項目之一。86 年 10 月 27 日本局蒸汽機

車復駛計畫案（CK101 號）於臺北機廠舉行開工典禮，由陳前局長德沛親自主持；該修

復工程邀集本局退休老師傅歷經近一年的整建工作，於翌年 6 月 9 日慶祝鐵路 111 週年

鐵路節，完成 CK101 蒸汽機車復駛任務，同時開行懷舊列車由臺北站行駛至基隆站，並

於 9 月 21 日完成環島懷舊之旅，進駐彰化扇形車庫。 

受到 CK101 蒸汽機車復駛成功的鼓舞，本局於 89 年 9 月 14 日將 CK124 蒸汽機車運

回臺北機場進行動態行駛整修。在眾多工作人員的努力下，於 90 年 4 月 30 日 CK124 蒸

汽機車通過竣工檢查，隨即於鐵路 114 週年鐵路節慶祝時，由 CK124 蒸汽機車與現代空

調車廂組合，行駛於松山-基隆間，成為第 2 輛重返臺灣鐵道上奔馳的蒸汽機車。 

目前 CK101 蒸汽機車和 CK124 蒸汽機車均同時進駐存放彰化扇形車庫，供民眾作近

距離靜態欣賞外，並常配合地方政府舉辦活動時作動態行駛，佳評如潮。 

日本鐵道在蒸汽機車的保存與復駛成就上是有目共睹，一直以來也吸引各地鐵道迷

前往朝聖。而日本北海道旅客鉄道株式会社（以下簡稱 JR 北海道）即有 2 輛 C11 型蒸氣

機車作動態保存行駛，分別為編號 C11 171 及 C11 207。C11 171 於 1975 年退休後，直到

1998 年（平成 10 年）才開始進行修復工程，於 1999 年（平成 11 年）5 月 1 日重新復活，

並於 2000 年起以「SL 冬の湿原号」之名開始行駛，現在為 JR 北海道蒸汽機車牽引列車

主力機車，例如 SL 冬の湿原号(1~3 月)、SL 函館大沼号(黃金周、暑假)。 

C11 207 則是於 1974 年退休後，直到 1999 年（平成 11 年）才開始進行修復工程，

於 2000 年（平成 12 年）北海道鐵道 120 週年紀念日才以「SL ニセコ号」( Niseko)之名開

始行駛。另於特定節日與 C11 171SL 冬の湿原号(重連運轉)，偶爾也會代替 C11 171 在其

它路線運行。 

臺灣鐵路的發展與日本鐵道有著很深的歷史淵源，日本民眾亦常來臺灣尋找過去的

鐵道歷史文化，回憶鐵道鄉愁。尤其日本於去(100)年 3 月 11 日發生地震海嘯世紀災難，

臺灣人民慷慨解囊踴躍捐輸，除更拉進兩國之間人民的情感，也成就了這次臺、日鐵路

外交的美事。 

古典的蒸汽機車行駛於歷史鐵道上的英姿，透過與國外鐵道締結而推向國際舞台，

相信對臺鐵致力於保護文化資產之努力，必能創造國際佳譽，並大幅提升本局企業形象。 

本次臺、日姐妹機車成功締結良緣，特別感謝臺灣鐵道暨國土規劃學會江會長金山

先生、任教授恆毅先生、蘇教授昭旭先生及學會會員、前立法委員趙永清先生、鐵道迷

葉日崇先生、日籍友人伊藤一己先生及峰雪剛先生等熱心協助下，共同成就臺灣鐵路的

創舉。 
而本局刻正研議規劃「蒸汽郵輪式列車」常態開行之計畫，以期與 JR 北海道共同行

銷鐵道觀光旅遊，並增進臺日兩國有好關係，拓展雙方事業及促進地方觀光產業之興盛。 



 3 

貳貳貳貳、、、、    行程說明行程說明行程說明行程說明    

星期 月 / 日 起迄地點 行 程 及 工 作 項 目 

六 3 月 10 日 桃園 / 札幌 去   程 

1.長榮 BR0116 航班(9:30~14:05) 

桃園機場→新千歲機場 

2.新千歲機場→札幌：搭乘 JR 北海

道快速 Airport 153 號 

エアポート１５３号  (15:19~15:55) 

日 3 月 11 日 札幌 / 釧路 

JR 北海道旅客鐵

道株式會社 

釧路支社 

1.札幌→釧路：搭乘 JR 北海道特急

スーパーおおぞら５号(超級大

空號) 

 (11:51~15:44) 

2.姊妹列車締結同意書交換典禮準

備工作 

一 3 月 12 日 釧路 / 東京 

JR 北海道旅客鐵

道株式會社 

釧路支社 

1. 10:20 於 JR 北海道釧路站第 3 號

月台集合參加締結姊妹列車同

意書交換典禮。 

2.11:00 典禮結束，搭乘「冬の湿原

号」締結紀念專開列車。

11:09~12:25→13:52~15:10 

3.釧路→東京全日空 NH 0744 航班 

  (17:10~19:00) 

二 3 月 13 日 東京 / 松山 回   程 

1. JR 濱松町站→羽田機場。 

2.東京→松山：長榮 BR0191 航班

( 12:15~15:00) 

    
圖 行程路線示意圖 

上圖為 JR 北海道北海道特急スーパー

おおぞら５号(超級大空號)列車。 

 

右圖為 JR 北海道「冬季濕原號」列車。 
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圖 行程路線及搭乘列車示意圖 
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參參參參、、、、「「「「CK124SLCK124SLCK124SLCK124SL 列車列車列車列車‧‧‧‧C11SLC11SLC11SLC11SL 列車列車列車列車『『『『冬冬冬冬季濕原號季濕原號季濕原號季濕原號』』』』締結姊妹列車締結姊妹列車締結姊妹列車締結姊妹列車」」」」

暨暨暨暨同意書交換典禮同意書交換典禮同意書交換典禮同意書交換典禮    

一一一一、、、、    臺鐵局臺鐵局臺鐵局臺鐵局 CK124CK124CK124CK124 SL SL SL SL 列車列車列車列車與日本北海道與日本北海道與日本北海道與日本北海道旅客旅客旅客旅客鐵道株式會社鐵道株式會社鐵道株式會社鐵道株式會社 C11SLC11SLC11SLC11SL 列車列車列車列車

「「「「冬季濕原號冬季濕原號冬季濕原號冬季濕原號」」」」姊妹列車締結姊妹列車締結姊妹列車締結姊妹列車締結源起源起源起源起    

1. 100 年 3 月 11 日日本東北地區發生世紀強震，全臺灣民眾感同身受紛紛自動捐

款，立法院王院長於 4 月 20 日率「東日本震災台灣慰問訪日團」赴日向受災民

眾表達臺灣民眾慰問及追悼之意，並遞交臺灣各界所捐輸賑災款。同年 5 月間，

王院長再率「臺灣北海道觀光振興訪問團」300 人赴北海道，為北海道的觀光

相關產業加油打氣。 

     
圖  立法院院長王金平率領 14 名立委及工商團體人士訪問日本北海道，所到處受到熱烈歡迎。 

摘錄自  中華民國(台灣)僑務委員會 Overseas Compatriot Affairs Commission, R.O.C.(Taiwan) 

      宏觀即時新聞網 
 

2. 北海道各界為感謝我國的情義相挺，並加強與臺灣關係及祝賀中華民國建國百

年，」於同年 9 月贈送臺北市立動物園丹頂鶴一對，同時，日本北海道「釧路

動物園」與臺北市立動物園正式簽訂締結友好協定。 

 

 

 

 

 

 

 

圖  JR 北海道釧路支社矢﨑支社長參加贈送臺北市立動物園丹頂鶴開展典禮 

摘錄自 JR 北海道釧路支社支社長写真と旅のつれづれ手帖網站 http://www.jrkushiro.jp/blog.html 

 

3. JR 北海道釧路支社矢﨑支社長亦隨同北海道釧路市訪問團來臺，參與贈送臺北

市立動物園丹頂鶴開展典禮，並向臺灣鐵道愛好人士提出臺日蒸汽機車締結姊

妹列車之構想。 

4. 100 年 11 月「台灣鐵道暨國土規劃學會」會長江金山先生致本局局長電子郵件

信函，略以：貴局近年修復多台蒸汽機車，每當消息公布，總是吸引民眾目光。

貴局重視文化資產保存，更是獲得不僅國內，甚至是國際上的肯定。本會數日
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前即收達日本鐵路方面來信，主動提案，希望能將行駛於日本北海道雪國的 

C11 型蒸汽機車，與臺鐵所擁有大小型態相仿之 CK124 機車締結為姊妹車。本

學會以為，臺日雖無正式邦交，但民間交往熱絡，如能促成，應是一美事，且

可吸引外籍遊客來臺，利用臺鐵進行各項旅遊活動。茲附上日方 C11 與 CK124

姊妹車企劃構想，並期能於近日與局長會面，說明相關細節，……。  

 

圖 「台灣鐵道暨國土規劃學會」會長江金山先生致局

長電子郵件信函暨轉達日方所提企劃案(草案)  
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圖  「台灣鐵道暨國土規劃學會」會長江金山先生致局長電子郵件信函暨轉達日方所提企劃案(草案) 

 

5. 本局隨即就該企劃案(草案)研簽可行性，經審視本局 CK124 蒸汽機車雖與 C12

型（水櫃式蒸汽機車）為同型式，但因 CK124 另設有除煙鈑，與 C11 型（水櫃
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式蒸汽機車）外型較為相近。由於「SL 冬季濕原號」為定期運行之列車，而本

局 CK124 蒸汽機車尚無固定運行模式（目前除節慶外，為暑假 7~8 月假日開行

於舊山線），透過締結為姐妹機車，或可作為未來開行模式之參考；另透過雙

方人員之交流互訪，除可就蒸汽機車維修技術、駕駛經驗及檢修備料等技術交

流經驗分享外，亦可就營運規劃、鐵道觀光及餐旅服務等相互觀摩學習，以增

益雙方鐵道業務之發展。同時跨國之締結，亦可大幅提升本局之國際知名度，

吸引國際觀光客來臺旅遊，其多元且正面，效益可期。 

 

圖  臺灣鐵路管理局 CK124 SL 列車(彰化機務段 邱家增製) 

 
圖  日本北海道旅客鐵道株式會社 C11 171 SL 冬季濕原號(2011 年明信片封面) 
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二二二二、、、、    臺鐵局臺鐵局臺鐵局臺鐵局 CK124CK124CK124CK124 SL SL SL SL 列車列車列車列車與日本北海道與日本北海道與日本北海道與日本北海道旅客旅客旅客旅客鐵道株式會社鐵道株式會社鐵道株式會社鐵道株式會社 C11C11C11C11    SLSLSLSL 列列列列

車車車車「「「「冬季濕原號冬季濕原號冬季濕原號冬季濕原號」」」」姊妹列車姊妹列車姊妹列車姊妹列車辦理過程辦理過程辦理過程辦理過程    

1. 本局於 100 年 12 月 21 日召開研議「本局 CK124 蒸汽機車與日本 JR 北海道 C11

蒸汽機車締結姊妹車」案推動事宜會議。會中邀請「台灣鐵道暨國土規劃學會」

簡報並說明所提企劃案內容。會議結論略以：本案本局表示高度意願並給予正

面肯定，尤其透過結盟方式，有助於帶動雙方未來在鐵道專業技術交流及鐵道

觀光旅遊事業的發展。第 1 階段先以兩部蒸汽機車為主體，相互締結為「姐妹

機車」，並定位以行銷為導向的結盟活動，相互推展蒸汽火車鐵道觀光旅遊業

務。為推動本案如期執行，成立專案小組召開專案小組會議檢討工作進度。 

2. 100 年 12 月 27 日中國時報率先於 A1 版面刊登『姊妹車 台日結緣』新聞報導。 

 

 

 

 

 

 

 

3. 本局由鹿副局長召集成立『臺、日鐵路締結姐妹蒸汽機車』專案小組並擬訂「工

作計劃表」，並隨即於 101 年 1 月 11 日召開第 1 次工作會議，由各單位報告執

行情形。會議結論略以：依台灣鐵道暨國土規劃學會轉達日本 JR 北海道旅客

鐵路公司釧路支社意向，該支社對本案表示高度意願並樂觀其成。故本案仍依

原企劃案所規劃時程，於 2 月 27 日﹝濕原號重連運轉時﹞在釧路站舉行締盟儀

式暨相關活動。 

4. JR 北海道旅客鉄道株式會社指派釧路支社次長（営業）佐々木 大輔先生擔任

本案聯絡窗口；本局由餐旅服務總所協理黃振照及秘書室專員林維澤擔任。 

5. 原訂 2 月 27 日濕原號重連運轉時在釧路站舉行締盟儀式，因適逢臺灣地區連

假，前往北海道搭乘冬季濕原號遊客人數驟增，該公司表示締盟儀式希望能順

延至 3 月 12 日。 

6. 因局長將於 101 年 2 月 2 日起率團赴日本考察鐵路業務，並同時與 JR 北海道旅

客鐵路公司洽談締結事宜，又日方提出締結日期異動之要求，乃於 101 年 1 月

30 日召開專案小組臨時工作會議，會中並邀請日籍友人伊藤一己先生及葉日崇

先生與會討論。會議結論略以：本案原訂締結日期為 101 年 2 月 27 日，惟今因

日方提出變更日期之優缺點分析與建議，本局原則上同意日方所提，締結日期

改訂為 101 年 3 月 12 日。 
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記念列車記念列車記念列車記念列車のののの日程日程日程日程についてについてについてについて 

 2222 月月月月 27272727 日日日日    3333 月月月月 12121212 日日日日    

 上午 12 時 00 分 00 秒 上午 12 時 00 分 00 秒 

特別ヘッドマークの掲示 不可 可能 

車体に姉妹列車を表す表記 不可 可能 

駅に姉妹列車を表す掲示 小規模なら可能 可能 

列車編成 機関車 2 台+客車 機関車 1 台+客車 

駅と車内 非常に混雑 混雑は無し 

列車名 「冬の湿原号」固定 自由に設定可 

運転区間 釧路⇔標茶 釧路⇔標茶 

2222 月月月月 27272727 日日日日のののの問題点問題点問題点問題点    

・日本国内や他の外国の一般のツアーの予約がたくさん入っており 

  通常の「冬の湿原号」としてしか運転できない 

 →記念列車としての運転ができない 

 →機関車や車両に特別な装飾ができない 

 →2011 年の早い時期から「冬の湿原号」としての運行を旅行会社に告知しており、 

  名称やテーマの変更が不可能。 

・重連運転は大変人気があり、多くの人が訪れるため駅や車内が混雑する 

 →台湾鐵路とのイベントの案内人員が不足する 

 →人が多く、記念写真の撮影も困難 

 →台湾鐵路の皆様も混雑により不便をかける可能性がある 

3333 月月月月 12121212 日日日日にににに行行行行ううううメリットメリットメリットメリット    

・特別ヘッドマークや装飾を行うことができる 

・台灣鐵路を主役としたイベントができる 

・釧路と沿線の関係者が招待できて友好が深まる 

・報道の取材が容易になり、報道の扱いが大きくなる 

・ 準備期間が確保できて、より効果的に事前の宣伝活動が行える 

3 月 12 日の列車は、「冬の湿原号」に協力いただいた方を中心に VIP を招待して運行する「招待列車」

です。 

この列車の名称やテーマは JR 釧路支社のみですべてを決定することができます。 

この列車の今年の VIP として台湾鐵路局の皆様に乗車していただくとともに、記念列車として特別ヘ

ッドマークを掲示など装飾をして運転することが可能です。 

翌日の 3 月 13 日にも同様の列車を走らせる予定です。3 月 13 日の列車は日本・台湾の報道機関や 3 月

12 日に乗車した招待客や鉄道愛好家が、走行する外観の写真を撮ることが出来るための「宣伝列車」

としての機能も兼ねて運行が可能です。 

圖  JR 北海道建議締結日期由原訂 101 年 2 月 27 日變更為 101 年 3 月 12 日之問題點分析 
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7. 依前開會議結論，本案自始以來即定位於「締結姐妹機車」，且以推展行銷鐵

道觀光旅遊為導向之結盟活動，暫不考慮鐵道事業之締結。故本次姊妹機車締

盟協議書主題名稱建議為：CK124(SL 列車)與 C11 171(SL 列車)締結姊妹機車

(列車)。協議書內容儘可能以單純及簡單化為原則。 

8. 101 年 1 月 31 日釧路臨港鐵道之會亞州‧大洋州總局儀典實行委員會常任委員

峰雪 剛先生轉 JR 北海道釧路支社意見來函：考量 C11 171 蒸汽機車維修及與

C11207 蒸汽機車交互運用，及 C11 171 與 C11207 於特定日子重聯運轉牽引「冬

の湿原号」，因此，希望本次姊妹機車締盟協議書主題名稱擴大為：C11SL 列車

「冬の湿原号」)締結姊妹機車(列車)；並提送預擬之「JR 北海道旅客鉄道株式

會社小池 明夫社長定例記者會新聞稿」。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

圖  JR 北海道提案希望將本次姊妹機車締盟協議書主題名稱擴大為：C11SL 列車「冬の湿原号」)

締結姊妹機車(列車) 

 

圖  JR 北海道提出本次姊妹機車締盟主題範圍擴大：C11SL 列車「冬の湿原号」 

 

提案提案提案提案                                                                                        提案擴大內容提案擴大內容提案擴大內容提案擴大內容 
C11 171SL 列車列車列車列車「「「「冬之濕原號冬之濕原號冬之濕原號冬之濕原號」」」」→→→→ C11 SL 列車列車列車列車「「「「冬之濕原號冬之濕原號冬之濕原號冬之濕原號」」」」 

‧JR 北海道擁有 C11 171 及 C11 207 兩部蒸汽機車。 

為了歡迎臺灣的貴賓，在 3 月 12 日將開行 C11 171 及 C11 207 重聯的紀念列車。 

‧SL 冬之濕原號由 C11 171 及 C11 207 兩部蒸汽機車交互運用。 

冬之濕原號在尖峰時期雖每日開行，但因機車整備及檢修需要，必需使用 2 部蒸汽機

車。當日重聯之日即為開行 C11 171 及 C11 207 之時。 

因此，期待「姊妹列車」而來的臺灣訪客，當用 C11 207 牽引冬之濕原號時，就變成

不是姊妹列車。 

→這會造成由臺灣企劃的旅遊時，可能肇生旅客抱怨。而且，如果只用 C11 171 結盟，
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但用 C11 207 牽引時，就不能掛上姊妹列車的頭牌。 

‧擴展姊妹列車更大的可能性。也可發展成如「SL TOKACHI」般冬季濕原號以外的 C11 

207 專用列車做為將來的姊妹列車之可能性。 

 

平成平成平成平成２４２４２４２４年年年年２２２２月月月月８８８８日日日日（預擬）    

 
JJJJRRRR北海道北海道北海道北海道C11SLC11SLC11SLC11SL列車列車列車列車「「「「冬冬冬冬のののの湿原号湿原号湿原号湿原号」」」」とととと台湾鉄路管理局台湾鉄路管理局台湾鉄路管理局台湾鉄路管理局CK12SLCK12SLCK12SLCK12SL列車列車列車列車がががが    

姉妹列車姉妹列車姉妹列車姉妹列車となりますとなりますとなりますとなります    

ＪＲ北海道は、冬期釧路にて運転をしておりますC11SL列車「冬の湿原号」と、夏期に台湾各地にてイ

ベント運行されておりますCK12SL列車との間に「姉妹列車」提携を結ぶこととなりました。 

 台湾における北海道人気は引き続き根強く、また昨年の丹頂鶴の台湾への貸与は日台友好の大きな証

となりましたが、丹頂の生息する釧路を走るSL列車「冬の湿原号」と台湾を走る日本生まれのCK12SL列

車が姉妹列車提携を結ぶことにより、今後より多くの日台の皆様が相互に交流するきっかけとなること

を期待しております。 

また姉妹列車提携に際して姉妹列車提携の締結式を釧路にておこないます。 

 

    

「「「「CK12CK12CK12CK12型蒸気機関車型蒸気機関車型蒸気機関車型蒸気機関車」」」」とはとはとはとは？？？？    

� 「C12型蒸気機関車」として1936年に日本国内で製造された機関車です。その後台湾に渡り

ました。 

� 現在は台湾鉄路管理局（台湾国鉄）が所有し、主に夏期を中心にイベント運行しています。 

  
CK12型蒸気機関車(台湾)    C11型蒸気機関車（日本） 

１１１１    姉妹列車締結姉妹列車締結姉妹列車締結姉妹列車締結のののの経緯経緯経緯経緯    

平成23年 2月 台湾鉄道雑誌が釧路支社を取材、その後雑誌に記事が掲載 

平成23年10月 丹頂鶴贈呈式に釧路支社から訪問団に参加。その際に台湾鉄路管理局を表敬訪問

し范（ハン）局長（国鉄総裁）と意見交換。姉妹列車の提案が双方よりなされた。 

２２２２    姉妹姉妹姉妹姉妹列車締結文書交換式列車締結文書交換式列車締結文書交換式列車締結文書交換式    

 姉妹列車締結をおこなうにあたり下記にて文書交換式を実施いたします。（以下は検討中） 
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(1) 日時    ：平成２４年３月１２日（月曜日）１０時３０分より 

(2) 場所    ：釧路駅３番ホームにて 

(3) 参加者  ：北海道旅客鉄道株式会社    取締役釧路支社長 矢崎 義明  

            台湾交通部台湾鉄路管理局  未 定           

(4) 記念撮影 ：提携書調印後、SL冬の湿原号の前で調印記念撮影をおこないます。 

(5)記念列車運転：姉妹列車提携を記念して特別ヘッドマークを付けた列車を釧路～標茶間に

１往復運転し、日台の調印参加者のほか釧路地域の関係者の皆様にご試乗

いただきます。 

３３３３    姉妹列車締結後姉妹列車締結後姉妹列車締結後姉妹列車締結後のののの施策施策施策施策    

姉妹列車提携の締結を契機に今後下記の施策を展開していく予定です。 

(1)日本・台湾双方からお互いの列車乗車を体験するツアーの造成 

  夏期：釧路から台湾へCK124列車乗車を含めた台湾体験ツアーの造成 

        冬期：台湾から釧路へ「SL冬の湿原号」乗車や丹頂鶴見学を含めた道東ツアーの実施 

(2)日台双方の観光列車を牽引する機関車に記念ヘッドマークを掲出し話題作りの実施 

(3)提携記念グッズの販売を計画（詳細は未定） 

【参考】 

台湾鉄路管理局：台湾における国有鉄道で台湾交通部（日本の国土交通省に相当）が運営する

鉄道。日本の「在来線」に相当する鉄道を運営し、台鉄（たいてつ）と略称

されます。職員数 13,473 名、路線延長 1,085km、年間の輸送人員 1 億 7000 万

人(2009 年度)。なお「台湾新幹線」は民間の「台湾高速鉄道」が運営してお

り経営は別形態となっています。 

圖  JR 北海道旅客鉄道株式會社小池 明夫社長定例記者會新聞出稿(101.01.31 預擬) 

 

9. 101 年 2 月 2 日局長率餐旅服務總所朱總經理來順、貨運服務總所賴總經理秋

金、政風室邱主任宏達、工務養護總隊張隊長欽亮及餐旅服務總所黃協理振照

等一行 6 人，赴日本考察日本鐵路公司 JR鐵路附屬事業及地方支線經營並洽

談締結姐妹列車事宜。除拜會 JR 北海道旅客鉄道株式會社小池 明夫社長外，

並實際搭乘體驗冬季濕原號觀光列車。 

 

 

 

 

 

 

 

 

圖  101 年 2 月 2 日局長率團拜會 JR 北海道洽談締結『蒸汽機車姊妹列車』事宜，並與小池社長合影。 
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10. 101 年 2 月 5 日~ 9 日日本北海道新聞及釧路新聞等媒體刊登相關新聞報導。 

 

 

 

2012 年 02 月 06 日 

台湾鉄路局長台湾鉄路局長台湾鉄路局長台湾鉄路局長がががが来釧来釧来釧来釧    

ＳＬＳＬＳＬＳＬ体験試乗体験試乗体験試乗体験試乗もももも 

台湾鉄路管理局の一行が３、４日釧路市な

どを訪れた。同管理局の范植谷局長をはじ

め、運転や施設などの管理者６人と台北駐

日経済文化代表処の徐瑞湖札幌分処長で、

全国のＪＲ各社の視察を行うのが目的。３

日夜には、ＪＲ北海道釧路支社主催の歓迎

懇親会が市内で行われ、交流を深めた。４

日には、ＳＬ冬の湿原号に乗車し、車窓か

ら釧路湿原を楽しんだ。台湾鉄路局でもＳ

Ｌが復活して人気を集めており、ＳＬ冬の

湿原号と台湾のＳＬの連携も期待される。 

圖  2012 年 2 月 9 日『台湾の SL と姉妹提携-北海道新聞社』 

11. 101年 2月 6日中國時報刊登「台日蒸汽火車 下月締結姊妹盟」報導，另多

家媒體亦陸續刊載相關新聞。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

圖 臺灣多家媒體刊載 

『臺鐵 CK124 與 日本北海道 C11 締結姊妹車』新聞 。 
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台日台日台日台日、、、、蒸気機関車蒸気機関車蒸気機関車蒸気機関車““““姉妹協定姉妹協定姉妹協定姉妹協定””””にににに調印調印調印調印 2012/02/06 17:31:38 

（台北 6 日  中央 社 ）台湾鉄 路の国 宝級 蒸

気機関車 CK124 と JR 北海道 の C11 型 蒸 気

機関車が 来月 12 日、“姉妹協 定”で結 ば れ

ることに なった 。6 日付の中 国時報 が伝 え

た。鉄道 業界で は前 例がない という 。 

先週訪日 した交 通部 台湾鉄路 管理局 の范 植

谷局長に よると 、北 海道を訪 れる台 湾旅 行

客が白銀 の釧路 湿原 を走り抜 ける C11 型 蒸

気機関車 「冬の 湿原 号」に惹 き付け られ る

ように、日本の 鉄道 ファンも 台湾の 日本 製蒸気機 関車 CK124（日本の C12 型）

を追いか けてい る実 情を生か し、例 えば 冬は北海 道で C11 型 が、夏は 台湾で

CK124 型蒸気 機関車 を走らせ て双方 の観 光収入に 結びつ ける といった “姉妹

協定”に 正式に 調印 すること になっ たと いう。 

范局長は 「日本 では 蒸気機関 車の復 活運 行と観光 収入が 密接 に結びつ いてい

る」と高 く評価 。台 湾では舊 山線で ここ 2 年間、 夏休み 限定 で CK124 型 蒸気

機関車の 復活運 行を 行ってき たこと を挙 げ、他の 路線で も運 行できな いか再

検討する と話し てい る。 

また CK124 が昨年 11 月、ロ ーカル 線「 内湾線」に登場 し話 題になっ た新竹 県

では、交通部 観光局 から国際 観光魅 力景 点補助の 目的で 約 3 億台湾ド ル（ 約 7

億 7700 万円）の補助 金を得て おり、范 局 長の北海 道訪問 に同 行した邱 鏡淳県

知事は 、CK124 の通 常運行を 行い観 光収 入に結び つけた いと 意気込ん でいる 。 

調印式は 来月 12 日に 釧路で行 われる 予定 で、当日 は「冬の 湿 原号」を 特別運

行し、台 湾から の調 印団参加 者や旅 行客 を釧路湿 原に誘 う。そして台 湾では 、

6 月 9 日 の「 鉄道節 （鉄道フ ェステ ィバ ル）」で 例年行 われ る CK124 の 復活

運行イベ ントを 盛大 に催した いと話 して いる。    

圖 台日、蒸気機関車“姉妹協定”に調印-中央社日文新聞 

12. 101 年 2 月 8 日本局發布『臺鐵局 CK124 與 日本北海道 C11 171 締結姊妹蒸

汽機車』新聞稿。同日，JR 北海道亦發布『JR 北海道 C11SL 列車冬季濕原號

與台灣鐵路管理局 CK124SL 列車締結為姊妹列車』(JR 北海道 C11SL 列車「冬

の湿原号」と台湾鉄路管理局 CK12SL 列車が姉妹列車となります)新聞稿。 

 圖 2008 年「SL 冬の湿原号」「標茶‧川湯溫泉→釧路」『乘車証明書』。 
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新聞稿新聞稿新聞稿新聞稿    

發文單位：交通部臺灣鐵路管理局 

發文日期：101 年 2月 8日發 

聯 絡 人：秘書室 科長 王傳馨 （02）23815226 分機 2126 

臺鐵局 CK124 與日本北海道 C11 171 締結姊妹蒸汽機車 

臺鐵局為保存鐵路文化資產，戮力修復多部蒸汽機車恢復動態行駛，

除獲得國內外的回響與肯定外，更積極投入推展及行銷鐵道觀光旅遊，計

畫將所屬 CK124 蒸汽機車與日本 JR 北海道旅客鐵道株式會社所屬 C11 171

蒸汽機車締結為姐妹機車。以【冬遊日本湯煙熱，夏訪臺灣水氣涼】為主

題，希望透過結盟方式，分別於每年 2~3 月及 6月間在日本(北海道)與臺

灣兩地辦理慶祝活動，帶動雙方在鐵道專業技術及鐵道旅遊事業上的交流

與發展，並藉由行銷鐵道旅遊，吸引國外旅客來臺觀光，有助於拓展觀光

產業。初步臺鐵局預計規劃推出『陸空異業』結合之鐵道套裝旅遊行程，

以增進彼此友好與互惠關係，共創雙贏。 

臺鐵局 CK124 蒸汽機車係民國 25 年(西元 1936 年)由日本車輛所製

造，總重量 50.85 噸。民國 68 年 6月報廢後，曾存放於已廢臺鐵淡水線的

新北投車站，捷運開工後移往北投員工訓練中心展示。民國 89 年 9月 14

日運回臺鐵局臺北機廠進行整修，民國 90 年 4月 30 日竣工完成，6月 9

日鐵路節成功復駛。因 CK124 蒸汽機車(與日本 C12 同型)在兩側裝有「導

煙鈑」，外型正面卻與 C11 型蒸汽機車神似，在臺灣鐵道暨國土規劃學會、

鐵道迷葉日崇先生、日籍友人伊藤一己及峰雪剛先生等熱心協助下，促成

本次臺、日姐妹機車締結之良緣，也是臺灣鐵路的創舉。 

日本 JR北海道旅客鐵道株式會社所屬 C11 171 蒸汽機車係 1940 年由

川崎車輛兵庫工場製造，總重量 66.05 噸。目前為 JR 北海道鐵路蒸汽機車

牽引列車之主力機車，其中尤以「SL 冬の湿原号」列車最為知名。
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臺鐵局將於 3月 12 日前往日本，與 JR北海道旅客鐵路公司簽署姐妹

機車締結同意書；同時為配合此次結盟活動，日方特別規劃將另一輛 C11 

207 號蒸汽機車與 C11 171 蒸汽機車進行重聯運轉，共同牽引「SL 冬の湿

原号」列車，且於 3月 12、13 日加開列車，載著臺灣的貴賓遊覽道東聞名

的－釧路濕原，在白雪皚皚中一窺釧路最有代表性的野生動物－丹頂鶴、

蝦夷鹿等冬季濕地奇景，體驗與南國臺灣截然不同的北國風情，屆時歡迎

國內旅客、鐵道及攝影愛好者，共襄盛舉。 

［姊妹機車(列車)簡介］ 
C11SL 列車「冬の湿原号」 

‧C11 型蒸汽機車於 1932 年初製造。

目前北海道鐵路公司有2輛此類型

蒸汽機車運轉。 

‧C11 171 及 C11 207 分別於 1940

年及 1941 年製

造。 

‧SL 列車「冬の湿

原号」於 2000

年冬季開行。 

・今年運轉期為 1

月 21 日至 3月

11 日及 3月 17

日至 20 日。 

CK12SL 蒸汽機車(列車) 

‧CK124 蒸汽機車於 1936 年製造。 

‧2000 年底經臺鐵局臺北機廠整修，

歷經 7個多月於 2001 年 6 月 9 日

鐵路節修復並

復駛成功。目

前為臺鐵唯一

保存暨運轉的

CK12型蒸汽機

車。 

‧不定期或配合

節慶，行駛於

臺鐵支線及沿

線。 

 

 



 18 

機車簡介：「C11 171」 

「C11 171」蒸汽機車是 1940 年由川崎車輛兵

庫工場製造。在日本 C11 型動態保存蒸汽機車中，

目前有 2臺(C11 171 及 C11 207)行駛於北海道釧路

鐵道支線。其中所牽引的列車以「SL 冬の湿原号」

列車最為知名。 

「SL 冬の湿原号」於西元 2000 年開行運轉區間

在北海道的釧路＝標茶，每年大約 12 月底運行至 3

月中(以每年公布為準)，途中經過道東非常知名的

釧路濕原，這片濕地有 183 平方公里，約有兩千種動植物在此生長。其中最

讓旅客期待的，就是丹頂鶴，這也是釧路最有代表性的野生動物。此外，搭

車途中也很容易見到成群蝦夷鹿，讓旅客驚喜不已，沿途白雪皚皚美麗風

光，更吸引許多鐵道及攝影愛好者遠赴北海道取景。 

機車簡介：CK124」 

「CK124」蒸汽機車是民國 25 年(西元 1936 年)

由日本車輛所製造，總重量 50.85 噸。民國 89 年 (西

元 2000 年)9 月 14 日運回臺鐵局臺北機廠進行整

修，民國 90 年(西元 2001 年)4 月 30 日竣工完成，

並於 6月 9日鐵路節成功復駛。 

「CK124」蒸汽機車曾牽引列車，行駛於國內集集、

平溪、內灣等支線、南迴線及舊山線，並配合臺鐵局節慶活動開行列車。民

國 100 年(西元 2011 年)年 7月 9日與「CK101」蒸汽機車重聯運轉於集集線。

「CK124」蒸汽機車，深受國內、外鐵道迷及旅客喜愛，每行駛經過之處，

均造成熱烈的回響，沿途汽笛鳴聲、裊裊飄煙的懷舊風情與鐵道英姿，都是

大家緬懷搭乘、追逐蹤跡與攝影鏡頭下紛紛捕捉的美麗焦點。 

圖 臺鐵局 101 年 2 月 8 日『臺鐵局 CK124 與 日本北海道 C11 171 締結姊妹蒸汽機車』新聞稿 
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平成２４年２月８日 

JR北海道C11SL列車「冬の湿原号」と台湾鉄路管理局CK124SL列車が 

姉妹列車提携を結びます 

１１１１    提携提携提携提携のののの目的目的目的目的    

双方のSL列車が持つ歴史を尊重し、北海道と台湾の人々がお互いの情報や意見を交換し、

交流を深め、相互の観光に寄与し、一層の友好を高めて行くことを目的としています。 

２２２２    実施内容実施内容実施内容実施内容    

(1)姉妹列車提携文書交換式 

○日時      ：平成２４年３月１２日（月曜日）１０時３０分より 

○場所      ：釧路駅３番ホームにて 

○参加者    ：北海道旅客鉄道株式会社 取締役釧路支社長 矢﨑 義明 他 

            台湾鉄路管理局       未 定  （調整中）  

○提携記念列車：文書交換式後、記念ヘッドマークを付けた列車を釧路～標茶間に１往

復運転し、日台の調印参加者のほか釧路地域の関係者の皆様にご試乗

いただきます。    

(2)日本・台湾双方からお互いの列車乗車を体験するツアーの実施 

○夏期：釧路から台湾へCK124SL列車乗車を含めた台湾ツアーの実施 

○冬期：台湾から釧路へC11SL列車「冬の湿原号」乗車や丹頂見学ツアーの実施 

［［［［姉妹列車姉妹列車姉妹列車姉妹列車についてについてについてについて］］］］    

  

 

 

 

 

 

 

 ＪＲ北海道が冬期釧路にて運転をしておりますC11SL列車「冬の湿原号」と、台湾各地に

てイベント運行されております「CK124SL列車」は、この度姉妹列車提携を結ぶこととなり

ました。 

 現在、北海道と台湾の交流は盛んであり、特に昨年の震災後の台湾立法院長のご来道や道

知事の台湾訪問と丹頂の貸与は日台友好の大きな証となりましたが、この丹頂の生息する釧

路を走るSL列車「冬の湿原号」と台湾を走る日本生まれの「CK124SL列車」が姉妹列車の提

携を結ぶことで、今後より多くの日台の皆様が相互に交流するきっかけとなることを期待し

ております。 

 なお姉妹列車提携に際し提携文書交換式を釧路にて行います。 

C11SL 列車「冬の湿原号」 
・平成 12 年から冬期臨時列車

として運転開始。 
・今年度は 1 月 21 日から 3 月

11 日と 3 月 17 日から 20 日ま

で運転予定。 
・C11 型蒸気機関車は昭和 7 年

に初製造。北海道で走る機関車

は 2 両あり、それぞれ昭和 15
年と 16 年に製造。 

CK124SL 列車 
・イベントで運行されている。 
（運転日は不定期） 
・CK124 は昭和 11 年に C12 型

蒸気機関車として日本国内で

製造。 
・日本統治時代に台湾へ移転。 
・戦後 CK124 と改称。 
・台湾鉄路管理局が保有。 
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【参考】 

 台湾交通部  ：台湾における政府機関のひとつ。日本の国土交通省に相当。主な所管部

局は鉄路管理局のほか観光局、中央気象局、郵便会社、民用航空局、高

速道路局などがあります。 

台湾鉄路管理局：台湾における国有鉄道で交通部が運営する鉄道。日本の「在来線」に相

当する鉄道を運営し、台鉄（たいてつ）と略称されます。職員数13,473

名、営業キロ1,085km、年間の輸送人員1億7000万人(2009年度)。なお「台

湾新幹線」は民間の「台湾高速鉄道」が運営しており経営は別形態とな

っています。 

提携に関する経緯： 

平成23年 4月 震災後、北海道の訪問団が観光誘致を目的に台湾を訪問。 

5月 台湾立法院長（国会議長に相当）王金平氏が来道し、台湾に向けて

北海道の安全をPR。釧路訪問と丹頂を視察。 

10月 中華民国建国100周年を機とした丹頂貸与に合わせ釧路から訪問

団が訪台。弊社釧路支社も同行。台湾鉄路管理局を表敬訪問し姉

妹列車提携について意見交換。以降調整を進めてきました。 

     平成24年 2月 鉄路管理局范（ハン）局長（国鉄総裁、社長に相当）が弊社を表

敬訪問、あわせて釧路を訪問しSL冬の湿原号に試乗。 

JR北海道における主な姉妹提携： 

(1)稚内駅と指宿駅（鹿児島県）        ：国鉄、昭和42年 

(2)白石駅（北海道）と白石駅（宮城県）    ：国鉄、昭和45年 

(3)小樽駅と上野駅              ：JR北海道、平成元年 

(4)デンマーク国鉄との姉妹鉄道提携      ：JR北海道、平成２年 

     (5)函館駅・青森駅・八戸駅カップルステーション：JR北海道、平成15年 

     (6)白石駅(JR北海道)と白石駅(JR東日本)      ：JR北海道、平成15年 

(7)新千歳空港駅と成田空港駅         ：JR 北海道、平成 17 年 

圖 101 年 2 月 8 日 JR 北海道發布『JR 北海道 C11SL 列車冬季濕原號與台灣鐵路管理局 CK124SL 列車締

結為姊妹列車』新聞稿 

 

13. 101年2月13日專案小組召開第2次工作會議，會議結論略以：日方所擬「C11SL

列車「冬の湿原号」‧CK124SL列車姊妹列車提携書」，中文版文件名稱請修正

為「C11SL列車「冬季濕原號」‧CK124SL列車締結姊妹列車同意書」，並將「同

意書」內文本局建議修正之處另標示註明後，回傳日方確認。日方所設計之活

動頭牌（Headmark）初稿，原則尊重日方原設計，惟建議再增加雙方LOGO及全

日本地形圖示，以求雙方主體之完整及對稱性。 
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.                      姉妹列車提携書 締結文面案 

 

【タイトル】 

C11SL 列車「冬の湿原号」‧CK124SL 列車姉妹列車提携書 

【本文】 

C11SL 列車「冬の湿原号」・CK124SL 列車を姉妹列車とする 

 この同意書の趣旨は、両 SL 列車が持つ双方の歴史を尊重し、この列車

が走る北海道と台湾の土地に暮らす人々がお互いに情報や意見を交換し

交流を深め、相互の観光に寄与することで双方の発展をはかり、一層の

友好を高めていくことを目的とする。 

この提携書は 2012 年３月 12 日釧路駅において署名交換し、日本語と中国語で各 2

部作成し、双方が所有する。    

                                                   

北海道旅客鉄道株式会社             交通部台湾鉄路管理局 

代表取締役社長 小池 明夫                    局長 范 植谷 

圖 日方草擬之「締結姊妹列車同意書」初稿 

 

圖 Headmark-日方版初

 

圖 Headmark-本局建議修正版

 

圖 Headmark-實體尺寸稿 

SIZE H700nn ＊ W538mm 
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締結姊妹列車 合約同意同意同意同意書面案 

 

 

CK12CK12CK12CK124444SLSLSLSL 列車列車列車列車‧C11SLC11SLC11SLC11SL 列車列車列車列車「「「「冬季濕原號冬季濕原號冬季濕原號冬季濕原號」」」」締結姊妹列車同意同意同意同意書 

C11SL 列車「冬季濕原號」‧CK124SL 列車締結姊妹列車合約書 

【內文】 

交通部臺灣鐵路管理局交通部臺灣鐵路管理局交通部臺灣鐵路管理局交通部臺灣鐵路管理局 CK12CK12CK12CK124444SLSLSLSL 列車列車列車列車與北海道旅客鐵道株式會社與北海道旅客鐵道株式會社與北海道旅客鐵道株式會社與北海道旅客鐵道株式會社 C11SLC11SLC11SLC11SL 列列列列

車車車車「「「「冬季濕原號冬季濕原號冬季濕原號冬季濕原號」」」」締結姊妹列車締結姊妹列車締結姊妹列車締結姊妹列車，，，，為尊重及彰顯及彰顯及彰顯及彰顯雙方 SL 列車持有悠久悠久悠久悠久的歷

史，促進日本日本日本日本北海道和台臺臺臺臺灣人民之密切交流及友誼資訊交換資訊交換資訊交換資訊交換，期許雙向

觀光產業蓬勃發展，並以增進彼此友好友好友好友好情誼為目的，C11SL 列車「冬季濕

原號」與 CK124SL 列車締結姊妹列車。 

本合約同意同意同意同意書於 2012 年 3 月簽署於釧路車站，由雙方各持日文‧中文版各兩份。 

                                             

交通部台臺臺臺臺灣鐵路管理局       北海道旅客鐵道株式會社   

局長 范 植谷                    代表取締役社長 小池明夫 

圖 本局建議修正之「締結姊妹列車同意書」初稿【原來文字(綠色字)與建議修正文字(藍色字藍色字藍色字藍色字)】 

14. 案經本局專案小組工作會議並多次與日方溝通協調後，決議雙方於本(101)年3

月12日假JR北海道釧路站舉行「CK124SL列車‧C11SL列車『冬季濕原號』締結

姊妹列車」之公開典禮，同意書係採先由雙方首長簽署後，於儀式中交換完成。 

15. 101年3月2日專案小組召開第3次工作會議，並邀請JR北海道釧路支社次長佐々

木 大輔先生列席與會討論，說明3月12日典禮流程。該次會議結論略以：為慶

祝本次締結活動，3月12日本局CK124於內灣線開行蒸汽懷舊觀光郵輪式列車，

並以CK124與CK101重聯運轉方式，於同一時間點（北海道11:09，臺灣為10:09）

鳴笛（一長音）以相呼應。 

16.101年 3月 2日 JR北海道釧路支社次長佐々木 大輔先生蒞局，除參加本局專

案小組工作會議外，並拜會本局局長，及將 JR北海道小池社長已簽署之同書

書陳遞請本局范局長簽署，再攜回日本。 
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圖 101 年 3 月 2 日局長於辦公室簽署『CK124SL 列車‧C11SL 列車「冬季濕原號」締結姊妹列車』同意書，

並與 JR 北海道釧路支社次長（営業）佐々木 大輔先生、本局鹿副局長及日籍友人伊藤一己、峰雪 剛

等合影 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

圖 101年3月2日JR北海道釧路支社次長（営業）佐々木 大輔先生參加本局「臺、日鐵路締結姊妹

蒸汽機車」專案小組第3次工作會議，與會者左起為峰雪 剛先生、伊藤一己先生及葉日崇先生，

會後並與專案小組合影合影。 
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17.本局於101年3月5日發布『慶祝CK124跨海締結姊妹列車 CK124+CK101蒸汽機車

聯袂帶您遊內灣』新聞稿。3月9日發布『C11‧CK12締結姊妹列車紀念商品』新

聞稿，為慶祝臺鐵局為慶祝CK124蒸汽機車與日本JR北海道C11「冬季濕原號」

於2012年3月12日締結姊妹列車，推出限量紀念T恤、鑰匙圈和紀念帽，以供民

眾購買蒐藏。 

新聞稿新聞稿新聞稿新聞稿    

發文單位：交通部臺灣鐵路管理局 
發文日期：101 年 3 月 5 日發 

聯 絡 人：運務處營業科 科長 彭坤炎  

聯絡電話：0910-234828（02）23815226 分機 2214 

慶祝慶祝慶祝慶祝 CK124CK124CK124CK124 跨海締結姊妹列車跨海締結姊妹列車跨海締結姊妹列車跨海締結姊妹列車    

CK124CK124CK124CK124＋＋＋＋CK101CK101CK101CK101 蒸汽機車聯袂帶您遊內灣蒸汽機車聯袂帶您遊內灣蒸汽機車聯袂帶您遊內灣蒸汽機車聯袂帶您遊內灣    

臺鐵局為慶祝 CK124 蒸汽機車與日本 JR 北海道 C11171SL「冬季濕原號」於 2012

年 3 月 12 日締結姊妹機車，當日將由 CK124 與 CK101 牽引 4輛 DR2050 藍色小叮噹悠遊

內灣線，帶領民眾體驗客家風情畫。3月 12 日（星期一）上午 10 時 9 分，將在新竹站

由 CK124 與 CK101 同時鳴笛啟航，與「冬季濕原號」同步開行「仲夏寶島號-內灣之旅」

蒸汽懷舊觀光郵輪式列車，預訂於 101 年 3 月 5 日上午 9時起開放網路訂票，訂票資訊

如下： 

1.訂票車次：1888 次 

2.訂票代碼：起站：新竹（代碼 115）、訖站：內灣（代碼 248） 

3.訂票票價：750 元（單一票價） 

4.行程規劃：竹東站停留 60 分鐘，參觀竹簾文化館並參與館方特地為旅客安排的

竹器 DIY 活動；旅客更可在九讚頭站拍攝鐵道文化中最具時代意義的「臂木式

號誌機」；列車慢行經過合興站時，由郵輪式列車導覽人員帶領旅客動態欣賞

獨具風格的紅磚紅瓦合興站老站房，內灣站停留約 2小時，讓旅客自行探訪內

灣老街、內灣戲院、劉興欽老師工作室等客家風情。（詳如附件） 

5.注意事項：本行程僅提供電腦網路訂票服務，不提供電話語音訂票，不開放網路

付款系統、對號列車自動售票機、郵局與超商取票服務，訂票後請至

車站窗口取票。 

※訂票資訊及詳細行程，請參閱本局官網 http://www.railway.gov.tw 

【郵輪式列車】專區說明。    
圖  本局於 101 年 3 月 5 日發布「慶祝 CK124 跨海締結姊妹列車 CK124+CK101 蒸汽機車聯袂帶您遊內灣」

新聞稿 
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臺鐵局慶祝臺鐵局慶祝臺鐵局慶祝臺鐵局慶祝CK124SLCK124SLCK124SLCK124SL、、、、C11SLC11SLC11SLC11SL締結姊妹列車活動郵輪式列車行程計劃表締結姊妹列車活動郵輪式列車行程計劃表締結姊妹列車活動郵輪式列車行程計劃表締結姊妹列車活動郵輪式列車行程計劃表    

主題主題主題主題    仲夏寶島號內灣之旅仲夏寶島號內灣之旅仲夏寶島號內灣之旅仲夏寶島號內灣之旅    車車車車                種種種種    CK124+CK101+DR2050CK124+CK101+DR2050CK124+CK101+DR2050CK124+CK101+DR2050（（（（蒸汽懷舊列車蒸汽懷舊列車蒸汽懷舊列車蒸汽懷舊列車））））    

行程行程行程行程    

日期日期日期日期    
101101101101年年年年3333月月月月12121212日日日日（（（（星期一星期一星期一星期一））））    訂票日期訂票日期訂票日期訂票日期    101101101101年年年年3333月月月月5555日日日日                上上上上午午午午9999時起時起時起時起    

起站起站起站起站    

代碼代碼代碼代碼    
新竹新竹新竹新竹：：：：115115115115    

訂票訂票訂票訂票    

資訊資訊資訊資訊    

車次車次車次車次    

代碼代碼代碼代碼    
1888188818881888    

到站到站到站到站    

代碼代碼代碼代碼    
內灣內灣內灣內灣：：：：248248248248    

票價票價票價票價    單一票價單一票價單一票價單一票價  750    750    750    750  元元元元（（（（含紀念票卡含紀念票卡含紀念票卡含紀念票卡））））    

行程行程行程行程    
停靠停靠停靠停靠    

站站站站    

到站到站到站到站    

時刻時刻時刻時刻    

開車開車開車開車    

時刻時刻時刻時刻    

停靠停靠停靠停靠    

時間時間時間時間    
景景景景                點點點點                特特特特                色色色色    

內容內容內容內容    新竹     10:0910:0910:0910:09     啟航啟航啟航啟航    

 竹中 10:2710:2710:2710:27    10:3010:3010:3010:30     乘客陸續登車乘客陸續登車乘客陸續登車乘客陸續登車    

 

竹東 10:5010:5010:5010:50    11:5011:5011:5011:50    
一
小
時 

1/Ѡ灣Ӏൺ߃期竹東Ӣၭ݅᝜ౢ資ྍᙦ൤Ǵԋࣁ竹Е

཰、᝜ౢ฻໣ණӦǴ靠鐵ၡஒނ਑ၮଌԿӚӦǴ竹東

站྽時ࣁന主ाޑҬ೯ኰફ站Ǵࢂ內灣Ѝጕ上ࠤѱᆶ

ξ݅ޑϩ႖點Ƕ 

2/旅客ၲܢ竹東站ࡕҗ୍ܺΓ঩஥ሦ旅客۳߻竹東站ߕ

౲ୖᢀᆶ҇ٮ之竹ᛚЎϯᓔୖᢀǴ٠җᓔБΓ঩ග߈

ᡏᡍ活動Ǵ׆ఈ೸ၸ活動ᡣ҇౲ჹ竹ᆶ竹東Ԗ܌ᇡ᛽Ƕ 

 ӝᑫ 列車ᄌ行፞ݒᐱڀ॥਱ޑआᑄआґԴ站܊ 

 

內灣 12:1712:1712:1712:17    14:0514:0514:0514:05    

一
小
時
48
鐘 

1/ 內灣.ܭ日Ᏽ時代日ҁΓว᝺內灣ޑ਻ংᆶ日ҁΐԀ

ǴԶ٬內灣޸ৎໂӕ種ᜪឮکεໆ種෌ߡத࣬՟Ǵߚ

ԖˇȨឮ޸೽ပȩ之ऍӜᆀǶ 

2/旅客ၲܢ內灣站ࡕǴԾҗၯំ內灣ԴຉӚ景點Ƕ 

 內灣Ӧ୔٦Ҕ午ᓓǶܭ᝼҇౲ࡌ/3

ӣ程ӣ程ӣ程ӣ程    

資訊資訊資訊資訊    
竹中竹中竹中竹中    14:5114:5114:5114:51    新竹新竹新竹新竹    15:1515:1515:1515:15    

                                

    ၌ࢳ၌ࢳ၌ࢳ၌ࢳ

ႝ၉ႝ၉ႝ၉ႝ၉    

ɁɁɁɁ02020202....89791108897911088979110889791108    

ፎܭ上੤時間ٰႝፎܭ上੤時間ٰႝፎܭ上੤時間ٰႝፎܭ上੤時間ٰႝǴǴǴǴགᖴாགᖴாགᖴாགᖴா    

        

ഢഢഢഢ    

ຏຏຏຏ    

Ɂ郵輪式列車票價໻х含྽日ۓࡰ車次ѐӣ車資Ǵόх含車上ᓓ໯ᆶၲܢӚ站ࡕǴ߻

 ᓓ໯฻࣬ᜢ຤ҔǶ、ڀдҬ೯πځ景點之߈ߕ۳

Ɂҁਢ໻開ܫᆛၡ訂票Ǵፎୖ᎙訂票ᆛ站郵輪式列車訂票ᇥ Ǵܴа࿯࣪ᖼ票ࢬ程時間Ƕ 

Ɂ郵輪式列車車票ό開ܫᆛၡбීس಍、ჹ號列車Ծ動୧票ᐒ、郵局ᆶຬ୘ڗ票ܺ Ƕ୍ 

Ɂ郵輪式列車一ࡓว୧ۓࡰ୔間乘車票Ǵ旅客ё᏷྽次車ۓࡰ上、Π車站上、Π車Ǵ

Ꭹ程ҭόଏ຤Ƕ 

Ɂ۳߻車站ڬᜐ景點ၯވ時ǴፎݙཀԾيӼӄǴ٠ፎԵໆႣ੮Ꭹျ時間߇ӣ車站Ǵа

ᗉխόϷ乘車Ƕ                                                                                                                    
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 圖 臺鐵局慶祝 CK124SL．C11SL 締結姊妹列車活動郵輪式列車發行之紀念票卡。 
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新聞稿新聞稿新聞稿新聞稿    
發文單位：交通部臺灣鐵路管理局餐旅服務總所 

發文日期：101 年 3 月 9 日發 

聯 絡 人：總 所 總經理 朱來順(02)2311-6520、0912-319178 

          供應課 課 長 彭德城(02)2311-6435、0912-968178 

「「「「C11C11C11C11．．．．CK124CK124CK124CK124 締結姐妹列車紀念商品締結姐妹列車紀念商品締結姐妹列車紀念商品締結姐妹列車紀念商品」」」」    

臺鐵局為慶祝 CK124 蒸汽機車與

日本 JR 北海道 C11「冬季濕原號」於

2012 年 3 月 12 日締結姊妹列車，推出

限量紀念 T恤、鑰匙圈和紀念帽，以供

民眾購買蒐藏。 

本局首次跨海締結姐妹列車之活

動，對象係在日本已非常知名之「C11

型『冬季濕原號』」，善用臺灣珍貴的鐵路資產－CK124 蒸汽機車，成功地做出一次漂亮的

外交出擊，不但可以提升雙方鐵道之國際地位，更進一步爭取兩國之海外觀光客源，日

後將每年舉辦活動，整合兩地資源進行「聯合行銷」，共創雙贏。 

此次商品設計皆以白色為底，在日本文化裡白色象徵喜慶、吉祥，在我國也有純淨、

聖潔之意涵，商品設計有兩國鐵道代表 LOGO，並以紅、藍雙圈並列的形象塑造雙方友誼

之手環抱至無限的未來，其中加入 C124 和 C11 兩輛蒸汽機車之剪影，更加深民眾對鐵道

文化的認識。  

本次推出之商品皆為限量，計有：紀念 T恤，尺寸有：M、L和 XL3 款，每件 399 元

整；締結姐妹列車紀念帽，每頂售價 220 元整；締結姐妹列車紀念鑰匙圈，每個售價 199

元整。相關銷售說明事項如下： 

一、 時間：自 101 年 3 月 12 日（星期一）上午 10 時起同時販售。 

二、地點：臺北車站西南角鐵路商品販售門市、內灣站和活動當天 1888 次列車上。 

三、數量：紀念 T恤 300 件，紀念帽 600 頂，鑰匙圈 900 個。 

四、諮詢電話：臺北鐵路餐廳（臺北站）02-23619309 

臺中鐵路餐廳 04-22248817 

七堵車勤服務部 02-24553984 
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締結姐妹列車紀念鑰匙圈（背面） 

 

締結姐妹列車紀念鑰匙圈（正面） 

締結姐妹列車紀念帽 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 締結姐妹列車紀念 T恤 

圖  本局於 101年 3月 9日發布「C11．CK124 締結姐妹列車紀念商品」新聞稿 

16. 101年3月10日本局派鹿副局長潔身代表本局，並率運務處林副處長竣曜、餐旅

服務總所黃協理振照、彰化機務段楊段長德安及秘書室林專員維澤等一行5

人，赴日本參加3月12日於釧路站舉行之「CK124SL列車‧C11SL列車『冬季濕

原號』締結姊妹列車」暨同意書交換典禮。除締結典禮隆重盛情以外，國內熱

愛鐵路人士20餘人，亦前往北海道現場揮旗歡欣慶賀，共襄盛舉。當日，本局

亦於新竹內灣線開行CK124「仲夏寶島號」郵輪式列車，與日本「冬季濕原號」

同步鳴笛以示慶祝。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

圖 聯合晚報 101 年 3 月 12 日即刊登締結姊妹列車新聞 
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圖 JR 北海道旅客鐵道株式會社官方網站 101 年 3 月 7 日發布『3 月 12 日に釧路駅で日本と台湾のＳＬ姉

妹列車提携文書交換式を開催し、両国で同時刻にＳＬが重連で運転されます』即刊登締結姊妹列車

新聞 
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三三三三、、、、「「「「CK124SLCK124SLCK124SLCK124SL 列車列車列車列車‧‧‧‧C11SLC11SLC11SLC11SL 列車列車列車列車『『『『冬冬冬冬季濕季濕季濕季濕原原原原號號號號』』』』締結姊妹列車締結姊妹列車締結姊妹列車締結姊妹列車」」」」暨同暨同暨同暨同

意書交換典禮意書交換典禮意書交換典禮意書交換典禮    

1.典禮流程： 

10:20  來賓集合。 

10:35  C11SL列車「冬季濕原號」專開列車進站，典禮開始。 

10:36  介紹來賓 

10:39  JR北海道旅客鐵道株式會社致詞（釧路支社支社長 矢﨑義明 ） 

10:42  來賓致詞（交通部臺灣鐵路管理局 鹿副局長潔身 ） 

10:45  地方代表致詞（SL協議會副會長、北海道川上郡弟子町長  

德永哲雄 ） 

10:55  締結姊妹列車同意書（姉妹列車提携書）交換儀式。 

10:57  紀念品互贈儀式（複製紀念頭牌 HEADMARK及 CK124銅鑄模型） 

10:59  安裝頭牌 HEADMARK儀式。 

10:02  路牌授受儀式（釧路站站長→鹿副局長→C11SL列車機車長） 

11:04  儀式結束。 

11:09  C11SL列車鳴笛出發。 
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圖 101 年 3 月 12 日 JR 北海道釧路站ＳＬ締結姊妹列車暨同意書交換儀式流程及座位表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

圖 101 年 3 月 12 日 JR 北海道釧路站ＳＬ締結姊妹列車暨同意書交換儀式會場及互贈之紀念品 

（複製紀念頭牌 HEADMARK及 CK124銅鑄模型） 
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圖「CK124SL 列車‧C11SL 列車『冬季濕原號』締結姊妹列車」紀念專車由 C11 171 與 C11 207 兩部蒸汽機車重聯運轉。 

圖 C11 207 與 C11 171 兩部蒸汽機車 
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圖「CK124SL 列車‧C11SL 列車『冬季濕原號』締結姊妹列

車」暨同意書交換典禮於釧路站第 3 號月台舉行(平成 24

年 3 月 12 日(日曜日)10 時 30 分) 

圖 為慶祝「CK124SL 列車‧C11SL 列

車『冬季濕原號』締結姊妹列車」，

臺、日與會來賓戴著本局特製「締

結姐妹列車紀念帽」，揮舞著「臺鐵

局」及慶祝「締結姊妹列車」手拿

旗，一同歡呼慶賀。 



 35 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

圖 鹿副局長代表本局參加釧路站舉行

之「CK124SL 列車‧C11SL 列車『冬

季濕原號』締結姊妹列車」同意書

交換典禮。 

圖 釧路支社支社長矢﨑義明先生代

表 JR北海道旅客鐵道株式會社

參加釧路站舉行之「CK124SL 列

車‧C11SL 列車『冬季濕原號』

締結姊妹列車」同意書交換典禮。 

圖 貴賓席左起依序為：釧路站站長佐々木 敦先生、釧路支社支社長矢﨑義明先生、北海道川上郡弟子

屈町長（SL 協議会副会長）德永哲雄先生、臺鐵局副局長鹿潔身先生。 

典禮當天釧路站長所穿的製服是日本明

治時代國鐵製服（西元 1800 年代後半～

1900 年代前半），現在則是逢ＳＬ特別開

行典禮的時候穿著與會。 
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圖  釧路支社支社長矢﨑義明先生代表 JR北海道旅客鐵道株式會社致詞。 

 

圖 「CK124SL 列車‧C11SL 列車『冬季濕原號』締結姊妹列車」同意書交換典禮上，釧路支社支社長矢﨑義

明先生代表 JR北海道旅客鐵道株式會社致詞。現場中文翻譯者為 JR北海道旅客鐵道株式會社鐵道事業本

部营業部鄭佳昇小姐（著黑色外套者）。 
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【【【【JRJRJRJR 北海道旅客鐵道株式會社釧路支社支社長致詞稿北海道旅客鐵道株式會社釧路支社支社長致詞稿北海道旅客鐵道株式會社釧路支社支社長致詞稿北海道旅客鐵道株式會社釧路支社支社長致詞稿】】】】 

２４．３．１２ ＳＬ姉妹締結記念式典 

釧路支社長挨拶 

JR 北海道釧路支社の矢崎でございます。 

私どもＪＲ北海道が運行する「ＳＬ冬の湿原号」と台湾鉄路管理局Ｃ

Ｋ１２４ＳＬ列車との姉妹締結に際しまして、ＪＲ北海道を代表し、一

言ご挨拶申し上げます。 

本日は、台湾鉄路管理局の鹿副局長をはじめ、台湾からお越しの皆さ

ま、「ようこそ釧路へ」、心から歓迎申し上げます。 

台湾の皆様からは、昨年の東日本大震災に際し、多くの見舞金をわが

国にお寄せいただき、私どもの運行する「SL 冬の湿原号」車内にも、台

湾国民へのお礼の文章を掲示させていただいております。改めて感謝と

お礼を申し上げます。 

さて、昨年１０月台湾鉄路管理局へ表敬訪問させていただきました際、

台湾で運行されている SL の CK124 が牽引する観光列車と、私どもの「SL

冬の湿原号」を姉妹列車として相互の連携を深めましょうということに

なりました。 

そして、それから約半年で姉妹列車提携の文書交換式に臨むことがで

々き、この間の台湾鉄路管理局の方 の姉妹列車提携にかける強い思いに

感銘を覚えているところです。 

「SL 冬の湿原号」は、平成１２年から運行を開始し、例年台湾からの

お客様も約２千人のご利用があり、多くの方に愛される列車となってお

りますことを非常に嬉しく思います。 

このたびの姉妹列車提携を機に、双方から両列車への送客をし、両列車

が盛況で力強く走り続けることを願いまして、私のご挨拶といたします。

ありがとうございました。 

 

 



 38 

首先非常感謝今天特地遠道從臺灣來的鹿副局長，以及各位臺鐵的貴賓，其他所有臺灣的朋友，非常衷

心歡迎各位蒞臨釧路。 

為了今天姊妹列車的締結，非常感謝大家特地遠道重來為了今天的盛會，也非常感謝釧路的各町長以及

各個所謂的政治團體，還有一些民間團體，大家特別抽空來參加這個盛會。 

我想大家都知道，去年在三月十一日 311 東日本大地震時候，日本收到非常多的臺灣朋友熱情的支援以

及所謂的撫慰金的贊助，真是非常由衷的感謝臺灣所有的人民。 

在去年 10 月的時候，我也親自到臺灣參與了北海道贈與台灣丹頂鶴的儀式；當時，在那個時候就產生了

這個議題，希望行駛在釧路的 SL 跟台灣的 SL 能締結為姊妹列車，促進臺灣和北海道更好的情誼。 

這次的冬季濕原號，是西元 2000 年開始運行的；現在的乘車總人數已超過了 20 萬人次，當中臺灣的朋

友大概超過了二千位有乘車，為了紀念今天這個盛大的慶典，同時在臺灣的新竹車站舉辦 SL 的一個重

聯運轉的一個儀式，這個最特別的是，同樣在 11:09 分配合 SL 冬季濕源號行駛，臺灣的蒸汽火車也是會

鳴笛並且行駛。 

釧路跟臺灣更是有非常深的緣份，除了贈與丹頂鶴之外呢，，還有跟臺北市立動物園締結一個友好的關

係；我想這之後臺灣與釧路之間的友好關係會愈來愈加深。 

希望今後臺灣與釧路所有的人民能有更好的交流，我們的友誼可以更好，在今後會有更平凡更活絡的一

些交誼、交流的訊息，來促進我們的情誼，今天非常感謝大家在寒冷之中來參加今天的盛會，謝謝大家！ 

圖  JR 北海道釧路支社 支社長矢﨑義明先生致詞，現場中文翻譯記錄。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                 

 

                                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

圖  JR北海道每年      

會製作不同圖樣的

『乘車証明書』贈送

搭乘「SL 冬季濕原

號」旅客留念。 

 

左圖分別為 2006 年「川

湯溫泉‧標茶→釧

路」及 2007 年「釧

路→標茶‧川湯溫

泉」「SL 冬季濕原號」

『乗車証明書』。 
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圖 101.03.12 鹿副局長代表

本局參加於釧路站舉行

之「CK124SL 列車‧

C11SL 列車『冬季濕原

號』締結姊妹列車」同意

書交換典禮並致詞。現場

由本局黃協理振照作日

語翻譯。 
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【【【【臺灣鐵路管理局鹿臺灣鐵路管理局鹿臺灣鐵路管理局鹿臺灣鐵路管理局鹿副局長致詞稿副局長致詞稿副局長致詞稿副局長致詞稿----中中中中文版文版文版文版】】】】 

CK124SLCK124SLCK124SLCK124SL 列車列車列車列車‧‧‧‧C11SLC11SLC11SLC11SL 列車列車列車列車「「「「冬季濕原號冬季濕原號冬季濕原號冬季濕原號」」」」締結姊妹列車締結姊妹列車締結姊妹列車締結姊妹列車典禮典禮典禮典禮    

副局長致副局長致副局長致副局長致詞稿詞稿詞稿詞稿                                            2012.03.12    

矢﨑支社長以及所有與會來賓，大家好！ 

今天很榮幸代表臺灣鐵路管理局來到  貴國國際知名觀光勝地-北海

道，並在鐵道釧路站一同舉行本局 CK124SL列車與北海道旅客鐵道株式會

社 C11SL列車「冬季濕原號」締結姊妹列車之慶祝典禮。 

臺灣鐵路的發展與日本鐵道有著很深的歷史淵源，今天的主角之一

CK124蒸汽機車，係西元 1936年由 貴國引進於臺灣鐵道上運行，目前在

臺灣配合節慶或地方活動行駛於臺灣鐵道上，非常受到國內、外旅客的喜

愛與歡迎。今天也要同時於本局新竹內灣支線開行，並以鳴笛呼應及交接

路牌方式，向現場的主角之一 C11SL列車「冬季濕原號」表達貴我兩國蒸

汽列車「姊妹之情」。 

我們期盼今後藉由鐵道結盟的方式，共同行銷鐵道觀光旅遊，並帶動雙

方在鐵道專業技術上的交流與發展，增進彼此友好互惠關係，共創雙贏。

最後，感謝促成良緣的臺、日許多鐵道的愛護人士，並祝雙方鐵道事業興

隆!也歡迎各位6月9日到臺灣參

加臺鐵 125 週年慶，體驗臺灣的

美!敬祝各位貴賓永保安康！                       

中華民國  101  年 3 月 12 日 
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【【【【臺灣鐵路管理局鹿臺灣鐵路管理局鹿臺灣鐵路管理局鹿臺灣鐵路管理局鹿副副副副局長致詞稿局長致詞稿局長致詞稿局長致詞稿----日文版日文版日文版日文版】】】】 

CK124SL列車‧C11SL列車「SL冬の湿原号」姉妹列車締結 

セレモニー挨拶 

矢﨑支社長及び本日ご列席の皆様、こんにちは。 

本日、国際的に有名な観光地・北海道へ台湾鉄路管理局の代表とし

て訪れることができ、釧路駅で台湾鉄路の CK124SL列車と北海道旅客鉄

道株式会社の C11SL列車「SL冬の湿原号」姉妹列車締結記念セレモニー

を取り行うことができたことは、非常に光栄です。 

台湾鉄路の発展と日本の鉄道には歴史的に深いかかわりがありま

す。今日の主役の一方である CK124SLですが、これは 1936年に日本か

ら台湾に渡り、運行されていました。今は台湾での祝日や各地のイベン

トに合わせて運行され、国内外のお客様に愛されています。今日も台湾

鉄路の新竹内湾線で同時に運行されますが、同時に汽笛を鳴らし、同時

にタブレットを交換して、今回主役のもう一方である C11SL列車「SL

冬の湿原号」に対して「姉妹の情」をあらわしています。 

今後、私達はこのような列車同士の提携を結ぶことで、鉄道観光旅

行のセールスを共同で行い、鉄道専門技術の交流により発展をもたらし、

お互いの友好関係をさらに深めて、相乗効果を生み出したいと思います。 

最後に、このようなきっかけを作っていただいた台湾と日本の多くの鉄

道愛好家の皆さんにお礼申し上げます。そして、双方の鉄道事業がます

ます発展するよう祈念申し上げます。６月９日には台湾で台湾鉄道１２

５周年イベントが行われます。皆さんどうぞおいでいただき、台湾の美

しさを体験してください。本日ご列席の皆さまのご健勝をご祈念申し上

げ、ご挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。               

平成 24 年 3 月 12 日 
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圖 平成 14 年(西元

2002 年)「SL 冬

季濕原號」乘車

証明書。 

圖 釧路地方代表：北海道川上郡弟子屈町長（SL

協議会副会長）德永哲雄先生致歡迎詞。 
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圖 臺鐵局鹿副局長與釧路支社矢﨑支社長分別

代表臺灣鐵路管理局及 JR北海道旅客鐵道株

式會社交換「CK124SL 列車‧C11SL 列車『冬

季濕原號』締結姊妹列車」同意書。 
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圖 「CK124SL 列車‧C11SL 列車『冬季濕原號』締結姊妹列車」同意書-中文版。 
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圖「C11SL 列車『冬の湿原号』‧CK124SL 列車姉妹列車」提携書-日文版 
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圖 JR北海道旅客鐵道株式會社贈送本局「CK124SL 列車‧C11SL 列車『冬季濕原號』締結姊妹列車」

「複製紀念頭牌 HEADMARK」。本局回贈『CK124銅鑄模型』作為「CK124SL 列車‧C11SL 列車『冬

季濕原號』締結姊妹列車」紀念。 
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圖 臺鐵局鹿副局長與釧路支社矢﨑支社長共同懸掛 C11SL 列車「冬季濕原號」上姊妹列車紀念頭

牌(HEADMARK)。 
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圖     JR 北海道 C11SL 列車「冬季濕原號」姊妹列車紀念頭牌(HEADMARK)圖稿 
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圖 路牌授受儀式路牌授受儀式路牌授受儀式路牌授受儀式：「CK124SL 列車‧C11SL 列車『冬季濕原號』締結姊妹列車」紀念專車出發前，由釧路

站佐々木站長將路牌遞交給本局鹿副局長，再由鹿副局長將路牌遞交給 C11171 蒸汽機

車機關助士的谷津田忠先生。 
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台湾鉄路管理局の鹿潔

身副局長から運転士に

タブレットが渡され、

いよいよ出発進行＝３

月１２日、北海道釧路

市のＪＲ釧路駅（藤井

克郎撮影）【拡大】 

 

                                                            012.3.12 18:45 

釧釧釧釧路駅路駅路駅路駅３３３３番番番番ホームホームホームホームでででで交換式交換式交換式交換式    「「「「冬冬冬冬のののの湿原号湿原号湿原号湿原号」」」」とととと台湾台湾台湾台湾ののののＳＬ、ＳＬ、ＳＬ、ＳＬ、姉妹列車提携姉妹列車提携姉妹列車提携姉妹列車提携(1)2 

 冬の釧路に友好の汽笛が鳴り響いた－。ＪＲ北海道のＣ１１ＳＬ

列車「冬の湿原号」と台湾鉄路管理局のＣＫ１２４ＳＬ列車が姉妹

列車の提携を結び、１２日、北海道釧路市のＪＲ釧路駅３番ホーム

で提携文書の交換式が行われた。交換式には台湾鉄路管理局の鹿潔

身副局長ら台湾側関係者も多数出席。鹿副局長は「このような列車

同士の姉妹提携を結ぶことで、双方の観光の発展をもたらすことを

望みます」と期待を寄せた。 

 姉妹列車提携は、昨年の東日本大震災後、台湾からの日本への支

援や釧路のタンチョウを台湾に貸与することなどで交流を重ねたこ

とから実現。台湾でイベント列車として運行されているＣＫ１２４

は昭和１１年に日本国内で製造された列車で、日本統治時代に台湾

に渡ったという経緯があり、今回の姉妹列車提携に結びついた。 

 釧路での提携文書交換式に合わせ、台湾の新竹駅でも同時刻に出

発式を開催。双方とも重連で同じ時刻に汽笛を鳴らし、発車した。 

 交換式に出席したＪＲ北海道釧路支社の矢崎義明支社長は「平成

１２年から運行しているＳＬ冬の湿原号は、台湾からも２０００人以上の方に乗っていただ

いている。これからも台湾と釧路市民がますます仲良くなってもらえたらと願っています」

と話していた。 

 

                                                        2012.3.12 18:45 
釧路駅釧路駅釧路駅釧路駅３３３３番番番番ホームホームホームホームでででで交換式交換式交換式交換式    「「「「冬冬冬冬のののの湿原号湿原号湿原号湿原号」」」」とととと台湾台湾台湾台湾ののののＳＬ、ＳＬ、ＳＬ、ＳＬ、姉妹列車提携姉妹列車提携姉妹列車提携姉妹列車提携 (2) 

 

 

 

 

この日の「冬の湿原号」は、姉妹列

車提携を記念して、Ｃ１１１７１と

Ｃ１１２０７の重連で釧路駅を出

発した＝３月１２日、北海道釧路市

（藤井克郎撮影） 

 
圖 產經數位新聞（株式会社 産経デジタル（SANKEI DIGITAL INC.）） (株式會社產業經濟新聞社 Sankei 

Shimbun Co., Ltd.子公司)於當日刊登出即時新聞。 
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四四四四、、、、搭乘搭乘搭乘搭乘「「「「『『『『冬季濕原號冬季濕原號冬季濕原號冬季濕原號』』』』締結紀念專開列車締結紀念專開列車締結紀念專開列車締結紀念專開列車」」」」    

1. 3 月 12 日「CK124SL 列車‧C11SL 列車『冬季濕原號』締結姊妹列車」紀念

專車（姉妹締結記念号）係由 C11 171 及 C11 207 兩部蒸汽機車重聯牽引運

轉。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

圖 摘錄自 JR 北海道旅客鐵道株式會社官方網站 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上圖 C11 171 蒸汽機車前、後端 

下圖 C11 171 蒸汽機車內部、前者為機

關士佐藤克人先生、後為機關助

士谷津田忠先生及鈴木康展先生
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左上圖 C11 207 蒸汽機車機關士 木村泰德先生與機關助士佐藤祐介先生。 

右下圖 C11207 蒸汽機車(調車聯掛中)。 右圖 C11 207 蒸汽機車俯瞰圖。(回程：標茶站→釧路站) 

上圖  為緩急車（かんきゅうしゃ）編號 4305(左 釧路站始發，右 標

茶站折返)。 

下圖 左為緩急車內部，兩側為觀景窗，車外有瞭望台。 

     右為緩急車編號 4647(標茶站折返時)。緩急車可做為導覽人員導

覽遊客透過觀景窗或瞭望台，觀賞釧路濕原及濕原上動物生態   

之場所。 

緩急車瞭望臺 
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2. 紀念專車時刻表 

  ●運轉區間 / 釧路 ~ 標茶間 

釧路  開 釧路濕原  開 塘路  開 茅沼   開 標茶  着 

11:09 11:36 11:54 12:06 12:24 

 

標茶  開 茅沼  開 塘路  開 釧路濕原   開 釧路  着 

13:52 14:12 14:28 14:43 15:10 

（3 月 12 日當天各站均準點到開） 

 

圖 「SL 冬季濕原號」外觀採復古

式塗裝，車廂標示牌（以釧路

濕原保育動物~丹頂鶴為標

誌）。 

圖在雪地上奔馳的「SL 冬季濕原號」列車，及從窗外看見釧路濕原上悠哉漫步的丹頂鶴。               
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3. 3 月 12 日「CK124SL 列車‧C11SL 列車『冬季濕原號』締結姊妹列車」紀念

專車（姉妹締結記念号）工作人員計有： 

  （一）SL 機關士 

        a.機關士 (SL 1 部 1 員)：C11 171 佐藤克人、C11 207 木村泰徳。 

        b.機關助士 (SL 1 部 2 員)：C11 171 為谷津田忠、鈴木康展； 

C11 207 佐藤祐介、佐藤学。 

  （二）車長(本次 SL 專車有 3 位車長，平常 SL 列車有 2 位車長)： 

        a.本務車長：須田有二。 

       b.輔助車長：清田周平、早坂正治。（協助本務車掌工作） 

   以上工作人員均隸屬於「釧路運輸車輛所」 

（三）服務人員 2 員：原田香苗、佐藤朱美（隸屬於「道東 travel service」) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

圖 3 月 12 日「CK124SL 列車‧C11SL 列車『冬季

濕原號』締結姊妹列車」紀念專車（姉妹締結

記念号）本務車長~須田有二先生。 

圖 3 月 12 日「CK124SL 列車‧C11SL 列車『冬季

濕原號』締結姊妹列車」紀念專車（姉妹締結

記念号）機班同仁。 

圖 右為輔助車長~早坂正治先生。 圖 左為本務車長~須田有二先生。 

   右為輔助車長~清田周平先生。 
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圖 右上 為本務車長在播音導覽沿線景觀。 

   上圖中、左及右下 為輔助車長在車廂內

服務旅客情形。 

 

 

 

圖下 為「SL 冬季濕原號」車長簡易手冊。 
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圖 「SL 冬季濕原號」客車廂內座位採 4 人對座，中間設有桌子，方便旅客用餐。車內並有暖氣空調，旅客

乘座相當舒適，不必擔心外面冰天雪地。 

圖 「SL 冬季濕原號」客車廂內一端設有火爐，除讓怕冷的旅客可以

就近取暖，車上另販售魷魚及小魚乾，提供旅客在車上烤魚的樂趣。 

圖 「SL 冬季濕原號」緩急車廂內

火爐。 
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圖上  C11SL 列車「冬季濕原號」第 2 號車內設販賣部，販售各類「冬季濕原號」紀念商品。 

圖左 左側為服務員原田香苗小姐，右側為佐藤朱美小姐，均隸屬於「道東 travel service」) 。 

圖左下 為販賣部對面處(即右下圖車掌站立出) 牆上掛有「冬季濕原號」海報及標示當天日期，並備有

車掌製服及特製相片框等，提供旅客拍照留念。 

圖  C11SL 列車「冬季濕原號」第 2 號車內設販賣部，販售各類「冬季濕原號」紀念商品。 
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圖  C11SL 列車「冬季濕原號」第 2 號車內除設

有販賣部外，車廂內另一端設有「冬季濕原

號」紀念戳章蓋章處，提供旅客蓋紀念戳章。

並放置「冬季濕原號」宣傳 DM 及紀念戳章

收集卡；旅客如搭乘北海道「道東冬季限定」

三種觀光列車並於車上及指定車站蓋紀念戳

章，集滿即可參加抽獎。 

圖  C11SL 列車「冬季濕原號」第 2 號車內，備有車掌製服及特製相片框等，提供旅客拍照留念。（ 

摘錄自 JR 北海道旅客鐵道株式會社官網-「SL 冬の湿原号 2012 年運轉案內」） 
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圖  C11SL 列車「冬季濕原號」第 2 號車內紀念戳章蓋章處放置之「冬季濕原號」宣傳 DM。 

圖  3 月 12 日「CK124SL 列車‧C11SL 列車『冬季濕原號』締結姊妹列車」紀念專車（姉妹列車締

結記念号）『乗車証明書』。 
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圖 「C11‧SL 列車『冬の湿原号』CK124SL 列車姉妹【提携記念】」「The orange card of sister train commemoration 」 

   JR 北海道訂於 3 月 20 日起正式對一般民眾販售之紀念票卡。 

圖 本局鹿副局長於「冬季濕原號」上接受作家片

倉佳史先生訪問。 

圖 「CK124SL 列車‧C11SL 列車『冬季濕原號』

締結姊妹列車」紀念專車抵達終點站後，由

C11207 蒸汽機車機関助士佐藤学先生，將路

牌遞交給本局鹿副局長，再由鹿副局長將路牌

遞交還釧路站佐々木站長。 

圖 平成 24 年 3 月

12 日北海道新

聞(晚報)刊登

「CK124SL 列

車‧C11SL 列車

『冬季濕原

號』締結姊妹

列車」。照片中

為臺鐵局鹿副

局長與釧路支

社矢﨑支社、

釧路站佐々木

站長長及趙永

清夫婦合影。 



 61 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
圖 『CK124SL 列車‧C11SL 列車「冬季濕原號」締結姊妹列車』同意書交換典禮舉辦地點~JR 北海道釧路站。 

    紅線框處則為 JR 北海道釧路支社辦公室所在地。 
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圖 每年「冬季濕原號」開行是 JR 北海道重要業務之

一，釧路車站候車室內，設置「冬季濕原號」開行

文宣資料看板，強力促銷「冬季濕原號」。 
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圖  JR 北海道將蒸汽機車用來止滑的噴砂作成學生

祈福包，放置於售票櫃檯上供旅客索取，頗獲好

評。 
 

圖 旅客驗票進閘口後，即可看到『冬季濕原號』乘

車月台指標。 

圖 在候車室內，以 DVD 播放介紹『冬季濕原號』，

並擺放釧路濕原珍貴動物~丹頂鶴標本。 
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肆肆肆肆、、、、心得與建議心得與建議心得與建議心得與建議    

3 月 12 日上午，距離典禮開始前的一個半小時，在零下低溫的的 JR 北海道釧

路車輛所場區內，一眼望去盡是一片白雪皚皚，但就在不遠處，一個龐然大物冒著

濃濃的煙緩緩駛近，它就是今天的主角之一~C11 207 蒸汽機車，而車庫裡，則是蓄

勢待發的另一位主角~ C11 171 蒸汽機車，他們即將聯掛後連袂開往今天典禮的會

場~釧路站第 3 番月台。本來只能透過圖片、影片跨

國隔海欣賞的冬季濕原號蒸汽列車，而現在他們正

雄糾糾氣昂昂的矗立於眼前，而映入眼廉的，更是

那再熟悉不過的車前頭牌(Headmark)圖騰和臺鐵路

旗，那種撼動人心的莫名感，更令我們激動的熱血

沸騰，原本凍僵的手指霎時也靈活地狂按相機快

門，不願遺漏他們的一舉一動，只希望能鉅細靡遺

完整記錄下這歷史一刻。                圖 在 JR 釧路車輛所蓄勢待發的『冬季濕原號』 

臺鐵 CK124 蒸汽機車與 JR 北海道 C11SL 列車「冬季濕原號」締結為姊妹列

車，此一跨國鐵道締盟是臺鐵百年來的第一次，從去(100)年底本局成立專案小組

後，即緊鑼密鼓進行規劃與籌備工作，然而臺、日兩國國情不同，雙方政府、企

業組織運作亦不相同，跨國隔海之遙，雙方人員彼此意見溝通、觀念交流，更增

添其困難度，然而，3 個月的時間，在臺、日雙方共同努力下，完成了這個不可能

的任務，探究其原因，就是本案一開始就定位為以行銷為導向，相互推展蒸汽火

車鐵道觀光旅遊業務為目的之結盟活動。雖互為締結姊妹列車，惟仍保持雙方鐵

道事業自主運作的完整性，卻可透過海外結盟相互行銷業務而互蒙其利。 

『JR』 (日本鐵路公司)已是世界聞名的鐵道「品牌」，而 JR 北海道「冬季濕

原號」列車從西元 2000 年開始運行至今，乘車總人數即已超過了 20 萬人，顯見

其對鐵道事業經營之努力，是有目共睹，成績斐然。 

臺鐵去（100）年經營實績創下營運以來最多旅次，而收入更超越高鐵通車前

5 年之水準，在建國百年交出了一張漂亮的成績單，顯見已掌握發展契機，展現強

盛的競爭力。今（101）年是「臺鐵再造」元年，臺鐵乘勝追擊，亟思強化國際「鐵

道品牌」行銷，開發海外旅客來臺從事鐵道旅遊，以期能創造名、利雙贏。此次
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鐵路外交成功出擊，更有利於創意行銷臺鐵，將臺鐵的品牌形象推向國際舞台。 

他山之石可以攻錯，這次全程參加 JR 北海道於釧路站舉行之「CK124SL 列車‧

C11SL 列車『冬季濕原號』締結姊妹列車」同意書交換典禮，並實際搭乘體驗「冬

季濕原號」列車，有諸多可以借鏡之處： 

1. JR 北海道「冬季濕原號」列車自西元 2000 年起，每年 1~3 月固定開行，已是觀

光客期盼在白雪皚皚的冬季裡搭乘蒸汽列車的首選，頗具國際知名度。而本局尚

未有定期開行之蒸汽觀光列車，相對的，國外旅客要想搭到 CK124 蒸汽列車就

得碰運氣了。建議本局應儘速完成定期蒸汽觀光列車開行計畫，俾能招徠國際觀

光旅客。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 建議本局可參考日本各鐵路觀光列車座位設計，作為改造本局觀光列車車廂之參

考；以「冬季濕原號」為例，其座椅係採四人對座，中間固定式餐桌，方便家庭

或呼朋引伴出遊的旅客於車上聚會用餐；另「冬季濕原號」將緩急車（かんきゅ

うしゃ，守車）內部改裝為導覽人員導覽遊客透過觀景窗或瞭望台觀賞風景生態

場所之概念，亦可一併研議，以增加鐵道旅遊之趣味。 

 

 

 

 

 

 

圖左 車站揭示之

「冬季濕原

號」開行之海

報看板。 

 

圖右 中、日、韓三

語之宣傳

DM。 

圖 在「冬季濕原號」上，家庭成員一起出遊在車上

用餐時，支社長與旅客話家常。 

圖 在本局「郵輪式列車」上，工作人員與旅

客互動情事。 
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3. 為增加搭乘觀光列車與一般列車的不同氛圍，JR 北海道「冬季濕原號」的車長

及服務員都另外有特定的制服。甚至連釧路站站長於首航典禮或特殊日期(如此

次締結姊妹列車日)都會穿上大禮服(日本明治時代國鐵制服)；建議本局觀光列車

的工作人員能穿著特別設計的制服（亦可選用早期的制服），讓觀光列車旅客感

受不一樣的乘車感覺，而工作人員亦能以有別於值乘一般列車之工作心情，取而

代之是以導覽旅客遊覽的心情，帶著旅客遊山玩水。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 圖 上為 JR 北海道一般列車車長及車上服務員制服。(3 月 11 日特急スーパーおおぞら５号 OZORA 超級大空號

車長須田有二先生，亦是 3 月 12 日「冬季濕原號」本務車長) 

   下為 JR 北海道「冬季濕原號」列車車長（須田有二先生及清田周平先生）及車上服務員(原田香苗小姐)服裝。 

圖 JR 北海道「冬季濕原號」宣傳 DM 與「冬季濕原號」列車緩急車車廂實景對照。 
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4. 加強列車工作人員從事旅遊導覽的教育訓練工作，畢竟觀光列車工作人員除了要

執行一般列車既有的乘務工作外，對一般旅遊導覽的相關知識亦應俱備。俾能提

供搭乘的旅客能有個快樂的旅程。 

5. 日本鐵路路網繁密，火車是人們移動時最便利的交通工具，日本各家鐵道公司均

有販售各種 PASS，方便旅客搭車時，節省購票時間和享受票價優會，部分

PASS(如 JR-PASS)更僅限定在國外販售(出國前在本地國付款，到日本後持兌換券

換發 PASS)，提供外籍旅客使用，不論是國內、外之票證，如果能有國際行銷管

道，必可吸引更多旅客購買使用。本局亦已販售有 TR-PASS 提供在國內之旅客

使用，現更與高鐵聯手推出「兩鐵 PASS 券」透過海外旅行社銷售。或許，可利

用此次姊妹列車締盟之機會，臺、日雙方相互行銷彼此的海內、外的 PASS，透

過增加行銷管道，而創造更多銷售機會。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

圖『Hokkaido Rail Pass』(北海道鐵路券) 中文版說明摺頁。 

圖 JR 北海道釧路站站長佐々木 敦先生穿

日本明治時代國鐵制服出席姊妹列車締

結典禮。 
圖 JR 北海道 站長制服。右為釧路站站長佐々木 敦先生。 

左為 JR 新千歲空港站 站長山田昭一先生。 
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6. 撒砂裝置是鐵路車輛的一種設備，其安裝目的是利用砂粒撒在軌道面上，以增加

車輪與路軌的磨擦力，縮短制軔距離和增加爬坡時的摩擦力。而 JR 北海道將此

砂粒裝成小袋裝，外面貼有『合格祈願  SL 砂』標籤，提供學生(受驗生)作為祈

求考運之幸運物。另每年都製作不同圖樣之『乗車証明書』贈送搭乘特定列車(如

「冬季濕原號」)旅客紀念品。這也是提供本局做為行銷特定觀光列車時的一種

方式。 

 

 

 

 

 

 

 

 

圖上 臺鐵 TR-PASS 票冊封套及內頁「TR PASS 使用須知」。 

圖上 臺鐵\高鐵 『雙鐵周遊券兌換憑證』及使用規則(限海外販售)。 

圖 JR 北海道釧路支社製作的『合格祈願 SL 砂 JR

きっと合格』(一定合格)祈福砂袋，贈送參加考

試學生。 

按：在日本，學生參加高中或大學入學考試，考試

成績不合格亦稱之為“掉下來”或“滑倒”等

(因與落榜同意)。因蒸汽機車撒砂是為防止機車

打滑，有止滑之意，故延伸至考試即意謂考試

「止滑」，不會不合格之意。而日本的新學期是

在 4 月開始，大學或高中的入學考試則在 1 月

至 3 月舉辦，因此，此次赴日時間正好遇見 JR

北海道釧路支社贈送考生加油的合格祈願砂

袋。 

圖 JR 北海道釧路支社製作的『合格祈願 SL 砂 JR

きっと合格』(一定合格)祈福砂袋，贈送參加考

試學生。 

按：在日本，學生參加高中或大學入學考試，考試

成績不合格亦稱之為“掉下來”或“滑倒”等

(即為落榜同意)。因蒸汽機車撒砂是為防止車輪

打滑，有止滑之意，故延伸至考試即意謂考試

「止滑」，不會不合格之意。而日本的新學期是

在 4 月開始，大學或高中的入學考試則在 1 月

至 3 月舉辦，因此，此次赴日時間正好遇見 JR

北海道釧路支社贈送考生加油的合格祈願砂

袋。 圖 摘錄自 JR 北海道釧路支社支社長写真と旅のつれ

づれ手帖網站 http://www.jrkushiro.jp/blog.html 

圖 摘錄自 JR 北海道釧路支社支社長写真と旅のつれ

づれ手帖網站 http://www.jrkushiro.jp/blog.html 
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圖  平成 23 年(西元 2011 年)9 月 2 日～4 日計 3 天，開行「SL とかち号(十勝號)」。 

運轉區間：帯広←→池田。 

圖 2001 年 7 月 1 日開始運行夜行特急列車まりも号(毬藻號)(札幌→釧路)，於 200 年 8 月 31 日停駛。 

按 阿寒湖是位於日本北海道釧路市的淡水湖泊，為旅遊勝地 ，以盛產毬藻和鱒魚聞名，此夜行特急列

車即以「毬藻」為列車名。 
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圖 平成 15 年(西元 2003 年) 「SL 冬季濕原號」乘車証明書。(在釧路濕原上奔馳的「SL 冬季濕原號」) 

圖 西元 2009 年(平成 21 年) 「SL 冬季濕原號」乘車証明書 

(道東釧路濕原上代表性的野生動物：蝦夷鹿及丹頂鶴)。 
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7.此次在北海道釧路停留期間，發現不論是住宿飯店大廳，或是釧路站內候車室，

都擺放 1 臺錄放影機，不定時播放著即將上映的電影-『我們的存在』(僕等がい

た)，旁邊亦放置宣傳 DM 提供免費所取。原來，這是由日本暢銷漫畫改拍成真人

版電影，影片分別在北海道的釧路、札幌及東京等地取景拍攝，其中一張劇照拍

攝地點，就是此次姊妹列車締結典禮的所在地-釧路站第 2 月台。為吸引各地影迷

前來釧路朝聖，「釧路總合振興局」特別製作導覽地圖，將釧路各拍攝景點一一標

示並作簡要說明，而 JR 北海道釧路支社官網(http://www.jrkushiro.jp/location.html)

更將歷來電影取景拍攝的車站彙集，除作場景介紹說明外，亦提供鐵路票價及乘

車時間等資料，方便影迷前往。顯見，從地方政府至鐵道業者，無不積極把握電

影媒體的魅力作觀光行銷，增裕收入。(按  北海道劃分由 14 個「振興局」管理，

而「釧路總合振興局」管轄 8 個市町村（釧路市・釧路町・厚岸町・浜中町・標

茶町・弟子屈町・鶴居村・白糠町）。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

圖 電影-『我們的存在』(僕等がいた)宣傳 DM；該女主角站立之月台(第 2 番號)即此次姊妹列

車締結典禮(第 3 番號)的所在地-釧路站第 2 月台(A、B 側)。 
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圖 釧路總合振興局製作的電影-『我們的存在』(僕等がいた)在釧路市及近郊拍攝之景點(上)及部份電

影在所轄範圍內(8 個市町村：釧路市・釧路町・厚岸町・浜中町・標茶町・弟子屈町・鶴居村・白

糠町）拍攝景點之導覽介紹。 
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 圖 JR 北海道釧路支社官網介紹電影「花水木ハナミズキ」在轄內拍攝取景之車站(２０１０年８月２１日上

映，由新垣結衣與生田斗真主演，全片取景橫跨北海道釧路、東京、紐約、加拿大等地。) 
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圖 JR 北海道新千歲空港站站長山田昭一先生與 JR 北海道旅

客鐵道株式會社鐵道事業本部营業部鄭佳昇小姐於新千

歲空港港站歡迎本局鹿副局長一行到訪。 

圖 JR 北海道新千歲空港站內旅運設施及車站通廊簡潔明亮。 

圖右上 搭乘 JR 北海道快速 Airport 153 號(エアポー

ト 153 號)由新千歲空港→札幌。椅背上方票

插。 

圖右下 JR 北海道快速 Airport 153 號(エアポート 153

號)由新千歲空港→札幌。椅背設有手機充電

座，方便旅客手機充電使用。 

圖左上 與 JR 北海道快速 Airport 153 號(エアポート

153 號)札幌車輛所 奧山車長合影。 
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圖 JR 北海道新千歲空港站月台以簡單文字地貼作候車位置標示，但整體月台面仍保持乾淨美觀。 

圖 JR 北海道快速空港號 Airport 153 號(エアポート 153 號)，車長室、多目的洗手間(Multi-Purpose Rest Room)

及車廂內供旅客大型行李放置區。 

圖 JR 北海道快速空港號 Airport 153 號(エアポート 153 號，JR 新千歲機場站→JR 札幌站)，車廂通道門上

及車廂門上標示。 
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圖 JR 北海道札幌站內便當販售亭，店面不大，但販售便當樣式頗多。。 

圖 本局代表團於 JR 札幌站搭乘前往釧路站時，JR 北海道鐵道事業

本部營業部副課長伊藤副課長美孝先生，揮舞著「臺鐵局」及慶祝

「締結姊妹列車」手拿旗，引起月台上候車旅客之注意，間接達到

宣傳目的。 圖(上)  JR 北海道特急超級大空

號(札幌→釧路)スーパー

おおぞら(OZORA)５號

車廂外 LED 顯示器，顯

示效果清處，位置高度適

中，方便旅客閱讀辨識。 

圖(左)  JR 北海道特急超級大空

號(札幌→釧路)スーパー

おおぞら(OZORA)５號

車廂內『多目的室』，滿

足旅客不同之需求。 

圖(中)  車門防夾警告標示，以逗

趣卡通圖案表示。 
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圖 JR 北海道特急超級大空號(札幌→釧路)スーパーおおぞら５號

OZORA 車長室及車長工作情形。 

圖 JR 北海道特急超級大空號(札幌→釧路)スーパーおおぞら５號 OZORA 車長所配發之補票機及 LED 信號燈

（號誌手電筒）。釧路運輸車輛所車長須田有二先生示範操作補票機及 LED 信號燈。 

 

圖 JR 北海道特急超級大空號(札幌→釧路)スーパーおおぞら

(OZORA)５號車長所配發裝備。 
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圖 左為 JR 北海道特急超級大空號(札幌→釧路)スーパーおおぞら(OZORA)５号行李架，行李架採板式設置，

旅客放置行李容易，中間為透明壓克力板，旅客拿取行李後，可透過該處檢視有無遺漏之行李。 

圖 右為臺鐵 PP 自強號行李架，行李架採柵欄式設置，行李架上有無遺留之行李一目瞭然，但小件行李易因

車廂振動而掉落砸傷旅客。 

圖右 為 JR 北海道特急超級大空號(札幌

→釧路)スーパーおおぞら(OZORA)５号

車廂內 LED，以圖示方示顯示即將停靠之

車站名，淺顯易懂。（上圖摘錄自

http://www.jrhokkaido.co.jp/train/） 

圖 (左)為 JR 北海道超級

特急大空號(札幌→釧

路)スーパーおおぞら

(OZORA)５號車廂內

緊急照明手電筒。 

 

圖 (右)為 JR 北海道特製

便當，配菜顏色豐富，

並附有菜單簡介。便當

封面則繪製 JR 北海道

路線圖及各區間行駛

之列車圖。 

 



 79 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊圖(左上) 

   釧路是日本知名的水產城市，而鮭魚(シ

ャケ)是其最大魚獲之一。當地鮭魚孵化場送

給釧路站 700 粒魚卵養殖於候車室內的水族

箱中，供民眾觀賞鮭魚生態，並計劃於 5 月

5 日舉行放流儀式。JR 北海道釧路站特地於

2012 年 2 月 16 日發行「駅鮭新聞」歡迎這

批小客人。同時發布「電影-『我們的存在』

(僕等がいた)」及「SL 冬季濕原號」文宣。 

＊圖(右中)  

位於日本北海道釧路市的「阿寒湖」 是頗

富知名度的旅遊勝地，其為一淡水湖泊，除

有溫泉外，主要以盛產毬藻和鱒魚聞名。2001

年 7 月 1 日 JR 北海道開行之夜行特急列車ま

りも号(毬藻號)(札幌→釧路)即以「毬藻」為

列車名。 

圖(上) 釧路站地下通道一端擺設有釧路地區風景照及

釧路濕原上被 列 為 天 然 紀 念 物 -丹 頂 鶴 及

其 它 動 物 標 本 (蝦 夷 鹿 及 紅 狐 )。  



 80 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

圖 臺灣(101 年 2 月 9 日青年日報)及日本(2012 年 2 月 16 日 Fuji 

Sankei Business)報紙報導「本局 CK124 SL 列車與日本北海

道 SL 冬季濕原號締結姊妹列車」之新聞。 

圖 JR 北海道鐵道株式會社 2012 年 3 月份期刊「Wakaba」(No.299)封面刊登局局長蒞臨訪問照片及首頁刊

登「SL 冬季濕原號與本局 CK124 SL 列車締結姊妹列車」之議題。 
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圖 2012 年 3 月 12 日本局 CK124 SL 列車與日本北海道 SL 冬季濕原號於 JR 北海道釧路站舉行締結姊妹列車

暨同意書交換典禮，翌(13)日，『釧路新聞』即於頭版(A 版)版面報導此一新聞。 
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圖 JR 北海道旅客鐵道株式會社釧路支社官網均揭露出相關活動訊息。

http://www.jrkushiro.jp/sl2012/news.html 
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新聞稿新聞稿新聞稿新聞稿    
發文單位：交通部臺灣鐵路管理局餐旅服務總所 

發文日期：100 年 5月 3日發 

聯 絡 人：總 經 理 朱來順(02)23116520 

          供應課專員 鍾年豐、課員 曹淑君(02)2311-6435 

來自日本的感謝 

此次日本大地震，臺灣給予了日本許多支援。因此，正值此刻出版新書的

日本鐵道迷伊藤一己先生，特別把即將問市的《東亞細亞非自動地帶》鐵道寫

真集贈送給臺灣鐵路管理局，5月 3日將於臺灣鐵路局舉行贈書儀式。 

本寫真集係以臺灣為中心，並介紹了韓國、日本非自動區間的風景。書中

亦有介紹的日本八戸線（岩手縣），被此次大地震帶來之海嘯造成嚴重的損壞，

至今尚無法確立能夠修復至何種程度。伊藤先生得知當大地震後，臺灣給予日

本大量的支援，便自發性地決定以行動展現來自日本的感激之意，即贈送臺鐵

剛出版的寫真集。伊藤先生表示：「日本東北地方居民對於來自臺灣各界之眾多

支援，深表感謝之意。」 

�上側照片為2011年 3月大地震後的

陸中八木車站。圖中可見遭受海嘯衝

擊之後的嚴重破壞情形。至今八戸線

仍無法確定能否復原。    

�上側照片為地震前的陸中八木車

站。為了能早日恢復車站的美麗原

貌，本寫真集的售書款項將部份捐作

日本大地震賑災之用。 

本寫真集中製作非自動系統部分之解説與繪圖，以及製作 DVD 的機械技師、

鐵道愛好者─峰雪剛先生因正在宮城縣石卷市從事震災現場復原工作，不克

前來參與本日之儀式，深感遺憾與敬佩。    
本寫真集係依標題所稱之「非自動」裝置，介紹了使用百年的鐵路行車保安系

統，其中以結合機械式的號誌機（臂木號誌機）等裝置與完美的人工操作為主

要內容。 
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臺鐵在 2000 年代中葉已將大部分路線由人工（非自動）保安系統更換成

更先進的自動化行車保安裝置。臺鐵可藉由該寫真集，紀錄鐵道之演進。伊

藤先生表示：「本寫真集內容介紹了非自動方式如何保障著鐵道安全運行的初

衷。其中可見到許多臺鐵前輩們堅守安全崗位的身影，可時時勉勵員工，不

忘提升鐵道安全運行之意識，應頗有助益」。 

伊藤一己先生於 1983 年參加國際青年商會世界大會時首訪臺灣，深為濃

厚的人情味以及特有的鐵道風情所吸引。因此，每年均會訪問臺灣。 

伊藤一己先生曾任 1988 年度秋田縣大曲青年商會會長，當中與中和國際

青年商會（新北市）締結姊妹會，對於促進日本與臺灣之間民間交流貢獻良

多。即使目前已經卸任，仍然和臺灣政商各界人士保持著多方面的密切往來。 

20 多年來，伊藤先生也曾善用來臺參與青商會交流活動的期間，紀錄並

保存了臺灣的煤礦、森林、製鹽、製糖鐵道等各種產業鐵道的珍貴影像。幾

年前甚至還購買了荒廢在日本的臺糖

650 號珍貴蒸氣機車，無償回贈嘉義縣政

府，一時傳為佳話。 

除臺鐵之贈書之外，本寫真集亦將

於誠品、紀伊國屋、法雅客、何嘉仁等

書店，以及透過博客來、臺灣鐵道網等

販售。售書所得款項部分將捐為日本大

地震賑災之用。 

東亞細亞非自動地帶－消失中的號誌機與路牌 

����名家推薦名家推薦名家推薦名家推薦    
臺灣鐵路管理局 局長 范植谷 
鐵道專家 洪致文 
鐵道文化協會第三屆會長許乃懿 
真情推薦 
����書籍基本資料書籍基本資料書籍基本資料書籍基本資料    
作者／伊藤一己 
非自動解説／峰雪剛、蘇奕肇 
規格／全彩‧菊 8開‧176 頁‧隨書
附贈 DVD(132 分) 
定價／1000 元 
出版者／東佑文化事業有限公司 

����書籍簡介書籍簡介書籍簡介書籍簡介 
・重現令人懷念的舊時鐵道風貌。 
・全台首部聚焦臂木式號誌機＆路牌
的寫真集 
・276 幀美麗照片＋詳細圖解，徹底
了解鐵路的演進。 
・涵蓋台灣・日本・韓國三國的非自
動鐵道舊日情懷 
・一本特殊有趣，值得細細品味珍藏
的鐵道歷史。 
・隨書附贈 DVD，網羅三國鐵支路風
景，回味內心深處的鄉愁。 
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請大家一起支援日本地震後的重建工作！ 

謝謝臺灣，一起加油 日本東北！ 

�生動地描繪出臂木式號誌機與操作
非自動系統站員之間美妙的互動。（花
東線/臺灣） 

� 守
護 著
鐵 道
行 車
安 全
的 臂
木 式
號 誌
機 。
散 發
著 令
人 懷
念 的
氣

氛 。
（ 聞
慶 線

/韓國） 

�岩手線陸中八木車站。係依瀕臨海邊
的美麗車站。(八戸線/日本) 

�介紹臺灣・韓國・日本等 3國的非
自動區間風景。（平溪線/臺灣） 

圖  來自日本的感謝-「謝謝臺灣，日本東北會加油」-「東亞細亞非自動地帶」伊藤一己先生贈書記者會 

註：本報告內部分圖片摘錄自 JR 北海道旅客鐵道株式會社釧路支社所提供活動紀錄影片。 

 


